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前回の受審における評価の内容 
医学教育分野別評価の受審 2021年度 

（実地調査 2021年 6月 21日～6月 25日） 

医学教育分野別評価基準日本版 Ver. 2.32で受審 
 

総評 

名古屋大学の学術憲章の中で述べられている「勇気ある知識人」は、広く名古屋大学の

理念として関係者に知られている。医学部の使命として名古屋大学医学部理念が定められ、

研究を特徴とする医学教育を実践している。 

本評価報告書では、名古屋大学医学部医学科のこれまでの改革実行と今後の改革計画を踏

まえ、国際基準をもとに評価を行った結果を報告する。評価は現在において実施されてい

る教育について行った。 

医学研究を重視するという理念のもと、博士課程プレプログラムなどが定められているこ

とや、基礎医学セミナーにおいて、６か月間の研究室配属が行われ、多数の学生が研究活

動に参加していることは評価できる。臨床実習で選択できる学外の施設が十分に確保さ

れ、これらの施設が「名古屋大学病院・関連病院卒後臨床研修ネットワーク」を構成し、

卒業生の実績に関する情報を提供している。総合医学教育センターに医学教育専門家が配

置され、医学教育の改革に貢献している。 

一方で、学修成果の周知や、行動科学などの体系的なカリキュラムの設定と実践、重要

な診療科で積極的に診療に参加できる臨床実習の充実などに課題がある。さらに、技能お

よび態度についての評価や形成的評価の充実、指導教員によるメンター制度の充実、学

外実習病院の指導医への能力開発などに課題も残されている。各教育組織の役割と責任を

明確にしたうえで、教育プログラムを適切に評価し、改善・計画・実施する体制を構築す

ることにより、課題の改善が十分期待されるが、今後ともさらなる検討が必要である。 

基準の適合についての評価結果は、36 の下位領域の中で、基本的水準は 22 項目が適

合、14 項目が部分的適合、０項目が不適合、質的向上のための水準は 20 項目が適合、 

15 項目が部分的適合、０項目が不適合、１項目が評価を実施せずであった。なお、領域 

９の「質的向上のための水準」については今後の改良計画にかかるため、現状を評価する

ことが分野別評価の趣旨であることから、今回は「評価を実施せず」とした。 

 

 

 

概評 

領域１ 

名古屋大学の学術憲章の中で述べられている「勇気ある知識人」は、名古屋大学の理

念として関係者に周知されている。医学部の使命として名古屋大学医学部の理念が定め

られ、その全ての項目で医学研究について述べられている。また、学修成果としてディ

プロマポリシーが定められ、その策定に学生が参画している。 

使命の中で、卒後教育の準備や生涯学習への継続、さらに社会的責任についてより明

確に定めるべきである。また、学修成果を学生、教員をはじめ、全ての教育関係者に十

分に周知すべきである。さらに、患者や他の医療職など、広い範囲の教育の関係者から

の意見を学修成果に反映させることが望まれる。 
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領域２ 

医学研究を重視するという理念のもと、博士課程プレプログラム、学士編入学用のカ

リキュラムが定められていることや、基礎医学セミナーにおいて、６か月間の研究室配

属が行われていることは評価できる。 

行動科学、医療倫理学、医療法学の体系的なカリキュラムを定め、確実に実践すべき

である。臨床実習に関して、重要な診療科で学修するための十分な時間を全員に確保

し、チームの一員としてより積極的に診療に参加できる実習を充実させるべきである。

６年間の医学教育プログラムにおいて、全学教育科目、基礎医学、行動科学、社会医学

および臨床医学を適切な関連と配分で構成すべきである。また、学修成果を段階的に達

成できるように、教育範囲、教育内容、教育科目の実施順序を明示すべきである。 

全ての学生が、徐々に患者診療へ参画する機会を確実に確保することが望まれる。カリキュラム

の水平的統合、垂直的統合を確実に実施することが望まれる 

領域３ 

過去の試験問題等を収集し、医学教育専門家による分析が開始されている。 

より多くの科目で、知識だけでなく、技能および態度について評価方法や基準を明示

し、確実に実施すべきである。臨床実習では態度・技能評価も確実に実施すべきであ

る。全ての評価において信頼性、妥当性を検証することが望まれる。臨床実習における

MiniCEX、360度評価などの活用を推進することが期待される。目標とする学修成果につ

いて、評価方法の整合を示すとともに、形成的評価を積極的に取り入れ、学修を促進す

るとともに、学修の進度を段階的に判定できる評価を行うべきである。評価結果に基づ

いた時機を得た、具体的、建設的、そして公正なフィードバックを行 い、全ての学生

の学修を確実にすることが期待される。 

領域４ 

医学部の理念、アドミッションポリシーに基づいて、一般入試（前期日程、後期日

程）、推薦入試、学士編入学入試など多様な選抜方法が実施され、それに対応した教育

プログラムがある。医学部医学科教育委員会とカリキュラム評価（IR）委員会に学生委

員が規定され、実際に活動を行っている。 

学生を支援するためのプログラムをさらに充実させるべきである。さらに、指導教員

によるメンター制度を充実し、教育進度に基づいて学修上のカウンセリングを提供する

ことが望まれる。使命を策定する委員会と学生生活委員会に、学生が実質的に参加すべ

きである。 

領域５ 

教員の募集および選考は医学部の理念に基づいて行われている。「エフォート割合のガ

イドライン」に基づき「教員個人評価活動報告書兼自己評価書」により教員を評価してい

る。全教員のカリキュラム全体への理解を深めるべきである。臨床医学の教員に加えて全

学教育科目・基礎医学・社会医学の教員、および学外実習病院の指導医への能力開発を進

めるべきである。「PBL チュートリアル」と「基礎的臨床技能実習」の指導体制を充実す

ることが望まれる。女性教員の比率に充分な配慮を心がけるべきである。教員の教育活動

のモニタを充分に行うべきである。 

領域６ 

学生研究会の活動や基礎医学セミナー等を設定し、多数の学生が研究活動に参加してい

ることは評価できる。「プライマリ・ケア実習」や「臨床実習Ⅱ」で選択できる学外の施設

が充分に確保されている。全ての学生が学外でも充分な情報サービスを利用でき、NUCTは
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学内外から利用可能であり、e-learning が行われている。総合医学教育センターに医学

教育専門家が配置され、医学教育の改革に貢献している。多くの学生を海外に派遣するの

みならず、海外の医学生を多数受け入れていることは評価できる。 

学生が学内・学外それぞれの臨床実習施設において、実際に経験する症候、疾患分

類、患者数を把握し、確実に必要な臨床経験を積める体制を整備すべきである。患者ア

ンケートの結果に基づいて、臨床実習施設を評価することが望まれる。情報通信技術の

活用方法について、それを促し評価する方針を履行すべきである。学生向けの電子カル

テの利用の促進が望まれる。教育専門家について、学内の教育学部や岐阜大学との連携

交流が望まれる。総合医学教育センターの活動に基づき、医学部をあげて教育活動を促

進すべきである。国内の教育機関との交流をさらに促進すべきである。 

領域７ 

教学データを一元化して集積・分析する体制として、カリキュラム評価（IR）委員会

を新たに設置している。カリキュラム評価（IR）委員会と医学部医学科教育委員会に

は、全学年から学生委員が選出されている。学生アンケートを実施し、臨床実習カリキュ

ラム開発の参考としている。「名古屋大学病院・関連病院卒後臨床研修ネットワーク」か

ら、卒業生の実績に関する情報を得ている。 

各教育組織の役割と責任を明確にしたうえで、教育プログラムを適切に評価し、改

善・計画・実施する体制を構築すべきである。教育プログラム評価を行う組織は、カリ

キュラムの立案と実施を行う組織とは独立しているべきである。入学時から卒業後まで

継続して、長期的に学修成果の達成度を評価する方法を新たに構築すべきである。使命

と学修成果、カリキュラム、資源の提供に関して、学生と卒業生の実績を確実に分析す

べきである。教育プログラムに関して、教員と学生から系統的にフィードバックを求め

るべきであり、定期的かつ包括的に収集されたさまざまな教学データに基づいてカリキ

ュラム評価（IR）委員会が分析した教育プログラムの評価結果を、カリキュラムに確実

に反映すべきである。 

また、教員と学生からのフィードバックの結果を確実に利用して、教育プログラムを

開発することが望まれる。学生の背景と状況について、学生と卒業生の業績を分析する

ことが望まれる。学生カウンセリングについて、責任がある委員会へフィード バック

を提供することが望まれる。広い範囲の教育の関係者に、卒業生の実績やカリキュラム

に対するフィードバックを求めることが望まれる。 

領域８ 

総合医学教育センターの位置づけ、役割および責務をより明確に規定すべきである。

また、教育活動の実務を担う医学部医学科教育委員会に、広い範囲の教育の関係者の意

見を反映することが望まれる。教育活動の増大に対応して、さらに事務組織を充実させ

ることが期待される。 

領域９ 

2007年と2014年に大学評価・学位授与機構（現大学改革支援・学位授与機構）による機

関別認証評価を受け、また、今回の医学教育分野別評価によって医学教育の自己点検評価

を行い、継続的に改良を行っている。医学部医学科教育委員会に加えてカリキュラム評価

（IR）委員会を設置し、教育を見直し、改善する体制を整えている。今後も、医学教育の

実施、評価、改善のサイクルの充実を図り、継続的な改良を進めることが期待される。 
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医学教育分野別評価 東海国立大学機構 名古屋大学医学部医学科 

年次報告書 2024年度 

 
医学教育分野別評価の受審2021（令和3）年度 

受審時の医学教育分野別評価基準日本版 Ver.2.32 

本年次報告書における医学教育分野別基準日本版 Ver.2.36 

 

はじめに 
本学医学部医学科は、2021年度に日本医学教育評価機構による医学教育分野別評価

を受審し、2022年2月1日から７年間の認定期間が開始した。 

医学教育分野別評価基準日本版 Ver.2.36を踏まえ、2024年度の年次報告書を提出

する。なお、本年次報告書に記載した教育活動は、日本医学教育評価機構の作成要

項に則り、2023年4月1日～2024年3月31日までを対象としている。また、重要な改定

のあった項目を除き、医学教育分野別基準日本版 Ver.2.36の転記は省略した。 

 

１. 使命と学修成果 
 

領域1.使命と学修成果における「改善のための助言」を受け、生涯

学習や国際保健の観点についての明確化も含めた使命・学修成果の

見直しが今後の課題といえる。 
 

1.1 使命 
 

基本的水準：適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 名古屋大学の学術憲章の中で述べられている「勇気ある知識人」は、関係者に周知

されている。 

改善のための助言 

· 使命の中で、卒後教育の準備や生涯学習への継続、さらに社会的責任についてより

明確に定めるべきである。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 名古屋大学医学部は理念および3ポリシー（ディプロマポリシー・カリキュラムポリシ

ー・アドミッションポリシー）を定めている。 

 カリキュラム評価(Institutional Research:IR)委員会では、理念およびディプロマ

ポリシーで定める学修成果の内容が達成されているか検証するために、学生に対する

ディプロマポリシー達成状況に関する自己評価を2021年度より開始しており、2023年

度も年度末に実施している。 

 2022年度からは卒業生および卒業生進路先医療機関を対象としたディプロマポリ

シー達成状況に関する調査を開始している。 
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 上記の結果を踏まえて、カリキュラム評価(IR)委員会では2023年3月に医学部医学科

教育委員会に対し理念および3ポリシーの定期的な見直しを実施することを提言し、引

き続き2024年度も見直しの実施を提言する予定である（2024年9月予定）。 

 

今後の計画 

 カリキュラム評価(IR)委員会では、理念および3ポリシーにて定める本学の使命が

達成されているかを検証するために、引き続き在学生だけでなく、卒業生および

卒業生の進路先に対しても学修成果達成状況に関する調査を実施していく。 

 学修成果達成状況に関する調査結果や国内外の社会の変化を考慮し、今後は医学

部医学科教育委員会にて定期的に理念および3ポリシーの見直しを実施していく。

その際には、理念および3ポリシーの中で、卒後教育の準備や生涯学習への継続、

さらに社会的責任についてより明確に定めることを考慮する。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料01   2023年度学修成果（ディプロマポリシー）達成状況に関する自己評価 

資料02   2023年度卒業生進路先調査（2023年12月実施） 

資料03   2023年度卒業生調査（2023年10月実施） 

資料08   2023年度「理念・ディプロマポリシーの見直し」の提案 

 

質的向上のための水準：適合 

質的向上のための水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 医学部の理念の全ての項目で医学研究について述べられている。 

改善のための示唆 

· 医学部の理念の中で国際的健康、医療の観点について、さらに明確にすることが望

まれる。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 名古屋大学医学部では理念の4項目の中に、「医学研究および研究者の育成を目指すこ

と」、「世界の医療水準の向上と世界的に開かれた医学研究及び医療システムの構築

を目指すこと」を定めている。 

 カリキュラム評価(IR)委員会では、理念および3ポリシーにて定める本学の使命が

達成されているかを検証するために、在学生だけでなく、卒業生および卒業生の

進路先に対しても学修成果達成状況に関する調査を毎年実施している。 

 カリキュラム評価(IR)委員会では、2021年度より下記の５調査を毎年定期的に実施し

ており、学生、教員をはじめ、全ての教育関係者に対する周知の機会としている。 

①学生に対する「ディプロマポリシー達成状況に関する自己評価」 

学修成果が適切に達成されているかを検証するために実施。 

②卒業生を受け入れていただいた医療機関等へのアンケート調査 

卒業生の進路先医療機関（初期研修先など）に対し、本学の卒業生のディプ

ロマポリシーの達成状況や本学の卒業生の強みや弱みなどについて調査して

いる。 

③卒業生に対するディプロマポリシー達成状況に関する調査 

2022年度は全卒業生を対象、2023年度は卒後1年目・5年目・10年目・15年目

の卒業生を対象に実施している。 
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④教員向けに教育状況調査 

参考資料として上記の３調査の結果も共有し、教員への周知も努めている。 

⑤新入生アンケート 

新入生に対しては、カリキュラム評価（IR）委員会と学生研究会と共同で、入学 

時オリエンテーション時に新入生アンケートを実施している。アンケート内にデ

ィプロマポリシー10項目を掲載し新入生への周知も努めている。2024年度新入生

の同アンケートでは新入生の90%以上が入学前にディプロマポリシー10項目を知

っていたと回答している。 

 

今後の計画 

 学修成果達成状況に関する調査結果や国内外の社会の変化を考慮し、引き続き医

学部医学科教育委員会にて定期的に理念および3ポリシーの見直しを実施してい

く。その際には、医学部の理念の中での国際的健康、医療の観点について、さらに明

確にすることを検討する。 

 カリキュラム評価(IR)委員会では、理念および3ポリシーにて定める本学の使命が

達成されているかを検証するために、引き続き、在学生だけでなく、卒業生およ

び卒業生の進路先に対しても学修成果達成状況に関する調査を実施していく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

 前項「基本的水準」と同じ 

 

 

1.2 大学の自律性および教育・研究の自由 
 

基本的水準：適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 医学部長のもとに医学部医学科教育委員会を組織して、自律性を持って教育施策を

実施している。 

改善のための助言 

· なし 

 

関連する教育活動、改善状況 

 2023年7月に本学のカリキュラムにおける令和4年度版医学教育モデル・コア・カ

リキュラム（以下コアカリ）への対応状況を把握するために「医学教育モデル・

コア・カリキュラム要件充足状況」を調査した。 

この調査では、医学科専門科目の総括責任者を対象に、コアカリ学修目標各項目

のうち、自身の担当科目において授業内容として取り扱う項目について確認し

た。その結果、教育担当者にコアカリの内容が周知されるとともに、コカアリ各

学修目標を担当する科目が明確化された。 

 上記「医学教育モデル・コア・カリキュラム要件充足状況」の結果も踏まえ、

2023年10月に第5回東海国立大学機構名古屋大学医学部FDを「医学教育モデル・コ

ア・カリキュラム改訂」をテーマとして開催し、教職員・学生など約100名の参加

者に改訂版コアカリの内容についての周知を行うと共に、本学のカリキュラムに

おける改訂版コアカリへの対応状況を共有した。 
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 2022年度からは新カリキュラム公開検討会を開催し、学生や教育関係者の意見を

求めながら、令和4年度版コアの内容も踏まえたカリキュラム改変にあたっている。

これまでに2022年度は全10回、2023年度は全3回の公開検討会を開催した。 

2024年度は5月に、2025年度の新カリキュラムについて、該当科目の教員向けにア

ンケートを実施した。6月に全3回の新カリキュラム公開検討会を開催し、2025年

度のカリキュラムについての検討を行った。 

 

今後の計画 

 引き続き、公開検討会など、広く教員と学生の意見を求める機会を確保し、2025

年度以降の新カリキュラム策定にあたっていく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

冊子資料①  2024年度名古屋大学医学部医学科教科案内（SYLLABUS） 

資料09   医学教育モデル・コア・カリキュラム要件充足状況調査（2023年7月実施） 

資料10   第5回東海国立大学機構名古屋大学医学部FD 

「医学教育モデル・コア・カリキュラム改訂」（2023年10月開催） 

資料11   新カリキュラム策定のための公開検討会（2023年度・2024年度実施） 

資料12   2025年度以降新カリキュラムに関するアンケート教員対象（2024年5月実施） 

 

質的向上のための水準：適合 

質的向上のための水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 医学部医学科教育委員会とカリキュラム評価（IR）委員会が現行カリキュラムに関

する検討を行っている。 

改善のための示唆 

· 特定の科目、特に臨床実習での教育の向上のために最新の研究結果を利用すること

が望まれる。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 本学は2023年度文科省公募事業「質の高い臨床教育・研究の確保事業」に採択さ

れ「スペシャリストの継続的育成によるサステナブルな臨床教育・研究力の強化

事業」を実施している。同事業では、医学教育専門家と各診療科との対話型

Faculty Development (FD)を通じて診療参加型臨床実習の推進に向けた意見交換

や支援などを行っている。 

 本学は2023年度も引き続き、2022年度に文部科学省によるポストコロナ時代の医

療人材養成拠点形成事業に採択された「医療人類学とバーチャル教育を活用した

屋根瓦式地域医療教育（NOVI+A）」を名古屋大学と岐阜大学と共同で実施してい

る。具体的には医療人類学、バーチャル教育、屋根瓦式地域医療教育をキーワー

ドとし、地域枠医学生向けの特別プログラム、及び全医学生を対象とした地域医

療教育を企画し活動を行っている。 

 

今後の計画 

 上記２つの事業を通じて、診療参加型臨床実習支援の取り組みや各診療科との対

話型FD、バーチャル教育、屋根瓦式教育などを引き続き強化していく。 
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改善状況を示す根拠資料 

資料13   文科省「質の高い臨床教育・研究の確保事業「スペシャリストの継続的育成

によるサステナブルな臨床教育・研究力の強化事業」 

資料14   文科省によるポストコロナ時代の医療人材養成拠点形成事業に採択された

「医療人類学とバーチャル教育を活用した屋根瓦式地域医療教育」 

 

 

1.3 学修成果 
 
医学教育分野別評価基準日本版の改訂があり、Ver.2.36の内容は以下のとおりであ

る。 

医学部は、 

• 以下の項目に関連して、学生が卒業時に発揮する能力を学修成果として明確に

しなければならない。 

 卒前教育で達成すべき基本的知識・技能・態度（B 1.3.1） 

 将来にどの医学専門領域にも進むことができる適切な基本（B 1.3.2） 

 保健医療機関での将来的な役割（B 1.3.3） 

 卒後研修（B 1.3.4） 

 生涯学習への意識と学修技能（B 1.3.5） 

 医療を受ける側からの要請、医療を提供する側からの要請、その他の社会か

らの要請（B 1.3.6） 

• 学生が学生同士、教員、医療従事者、患者、およびその家族を尊重した適切な

行動をとることを確実に修得させなければならない。（B 1.3.7） 

• 学修成果を周知しなくてはならない。（B 1.3.8） 

 

基本的水準：適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 学修成果として、ディプロマポリシーを定めている。 

改善のための助言 

· 学修成果を学生、教員をはじめ、全ての教育関係者に十分に周知すべきである。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 名古屋大学医学部ではディプロマポリシーとして学修成果を定めている。 

 カリキュラム評価(IR)委員会では、2021年度より下記の6調査を毎年定期的に実施して

おり、学生、教員をはじめ、全ての教育関係者に向けたディプロマポリシー周知の機

会としている。 

①学生に対する「ディプロマポリシー達成状況に関する自己評価」 

学修成果が適切に達成されているかを検証するために実施している。 

②学生向けに学修環境調査 

年度末にカリキュラム・試験/設備・施設/進路・キャリアについて調査を実施し

ている。 

③卒業生を受け入れていただいた医療機関等へのアンケート調査 

卒業生の進路先医療機関（初期研修先など）に対し、本学の卒業生のディプ
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ロマポリーの達成状況や本学の卒業生の強みや弱みなどについて調査してい

る。 

④卒業生に対しディプロマポリシー達成状況に関する調査 

2022年度は全卒業生を対象、2023年度は卒後1年目・5年目・10年目・15年目

の卒業生を対象に実施している。 

⑤教員向けに教育状況調査 

参考資料として上記の調査の結果も共有し、教員への周知も努めている。 

⑥新入生アンケート 

新入生に対しては、カリキュラム評価（IR）委員会と学生研究会と共同で、入学

時オリエンテーション中に新入生アンケートを実施している。アンケート内にデ

ィプロマポリシー10項目を掲載し新入生への周知も努めている。2024年度新入生

の同アンケートでは新入生の90%以上が入学前にディプロマポリシー10項目を知

っていたと回答している。 

 ディプロマポリシーは冊子体のシラバス・学生便覧への掲載へのほか、一般選抜学生

募集要項にも掲載している。また、入学生募集冊子「医学への道」はディプロマポリ

シーのホームページ上のURLを掲載している。 

 

今後の計画 

 カリキュラム評価(IR)委員会では、引き続き在学生だけでなく、卒業生および卒

業生の進路先に対しても学修成果達成状況に関する調査を実施していく。 

 学修成果達成状況に関する調査結果や国内外の社会の変化を考慮し、引き続き医

学部医学科教育委員会にて定期的に理念および3ポリシーの見直しを実施していく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

冊子資料①   2024年度名古屋大学医学部医学科教科案内（SYLLABUS） 

資料01   2023年度学修成果（ディプロマポリシー）達成状況に関する自己評価 

資料02   2023年度卒業生を受け入れていただいた医療機関等へのアンケート調査 

資料03   2023年度卒業生調査（2023年10月実施） 

資料04   2023年度学生向け学修環境調査（2024年3月実施） 

資料05   2023年度教員向け教育状況調査（2024年3月実施） 

資料06   2024年度新入生アンケート（2024年4月実施） 

資料08   2023年度理念・ディプロマポリシーの見直しの提案 

 

質的向上のための水準： 

医学教育分野別評価基準日本版の改訂があり、Ver.2.36の内容は以下のとおりであ

る。 

医学部は、 

• 卒業時までに獲得しておく学修成果と卒後研修における学修成果をそれぞれ明

確にし、両者を関連づけるべきである。（Q 1.3.1） 

• 医学研究に関して目指す学修成果を定めるべきである。（Q 1.3.2） 

• 国際保健に関して目指す学修成果について注目すべきである。（Q 1.3.3） 

 

質的向上のための水準：適合  

質的向上のための水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 
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· ディプロマポリシーと卒後研修修了時の学修成果が関連づけられている。 

改善のための示唆 

· 国際保健に関して学生がより理解できるように、学修成果に記述することが望まれ

る。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 前項「基本的水準」と同じ 

 

今後の計画 

 前項「基本的水準」と同じ 

 

改善状況を示す根拠資料 

 前項「基本的水準」と同じ 

 

 

1.4 使命と成果策定への参画  
 

基本的水準：部分的適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 学生が医学部医学科教育委員会の正式な委員になり、ディプロマポリシー策定の

議論に参加している。 

改善のための助言 

· 使命としての医学部の理念の策定には学生が参画しておらず、今後使命を改定す

る際には、学生が策定に参画すべきである。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 カリキュラム評価（IR）委員会では、「学修成果（ディプロマポリシー）達成状

況に関する自己評価」を実施しており、その結果を学生も委員に含むカリキュラ

ム評価(IR)委員会にて議論している。 

 「卒業生を受け入れていただいた医療機関等へのアンケート調査（2024年１月）」

および卒業生を対象とした「卒業生アンケート（2023年10月）」においても、学

修成果の達成状況とともに、本学の教育や学修成果に関する意見収集を実施して

おり、その結果を学生も委員に含むカリキュラム評価(IR)委員会にて議論してい

る。 

同じく学生も委員に含む医学部医学科教育委員会にも提供され審議されている。 

また、年度末（2024年3月）には上記の調査結果を資料として教員向け教育状況調

査を実施した。 

 

今後の計画 

 教員向けに教育状況調査は今後も定期的に実施し、学修成果およびカリキュラムへの

意見を求めていく。また卒業生調査や卒業生進路先調査を通じた幅広い教育関係者か

らの学修成果およびカリキュラムへの意見収集も引き続き実施していく。 

 学修成果達成状況に関する調査結果や国内外の社会の変化を考慮し、引き続き学

生を委員として含む医学部医学科教育委員会にて定期的に理念および3ポリシーの
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見直しを実施していく。その際には、3ポリシーだけでなく理念の策定にも学生が参

画することを考慮する。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料01   2023年度学修成果（ディプロマポリシー）達成状況に関する自己評価 

資料02   2023年度卒業生を受け入れていただいた医療機関等へのアンケート調査 

資料03   2023年度卒業生調査（2023年10月実施） 

資料05   2023年度教員向け教育状況調査（2024年3月実施） 

 

質的向上のための水準：部分的適合 

質的向上のための水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 地域医療機関などからの意見を聴取している。 

改善のための示唆 

· 患者や他の医療職など広い範囲の教育の関係者からの意見を聴取して、使命と学

修成果に反映させることが望まれる。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 カリキュラム評価（IR）委員会では2021年度より毎年年度末に学生向け「学修成果

（ディプロマポリシー）達成状況に関する自己評価」、および教員に対し学修成果も

含めたカリキュラムに関する意見を収集する「教育状況調査」を実施しており、その

結果を、学外者、他の医療職も委員に含むカリキュラム評価(IR)委員会にて年に3回定

期的に議論している。 

 2022年度から毎年実施している「卒業生を受け入れていただいた医療機関等への

アンケート調査」においても、学修成果の達成状況とともに、本学の教育や学修

成果に関する意見を収集しており、その結果は医学部医学科教育委員会、医学科

会議にも提供するとともに、教員向け教育状況調査の資料としている。 

 2023年６月カリキュラム評価(IR)委員会では医学部医学科教育委員会に対し理念

および3ポリシーの定期的な見直しに関する提言をおこなった。 

 

今後の計画 

 カリキュラム評価(IR)委員会では、引き続き在学生だけでなく、卒業生および卒

業生の進路先に対しても学修成果達成状況に関する調査を実施していく。 

 また、それらの結果や、国内外の社会の変化を考慮し、引き続き医学部医学科教

育委員会にて理念および3ポリシーの見直しを定期的に実施していく。その際には、

患者や他の医療職からの意見の聴取を考慮する。 

 

改善状況を示す根拠資料 

 前項「基本的水準」と同じ 
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２. 教育プログラム 
 

領域2-教育プログラムにおける「改善のための助言」を受け、診療

参加型臨床実習の推進と幅広い学年における患者診療への参画機会

の確保が今後の課題といえる。 
 

 

2.1 教育プログラムの構成 
 

基本的水準：適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 医学研究を重視するという理念のもと、MD・PhDコース、博士課程プレプログラ

ム、学士編入学者用のカリキュラムが定められていることは評価できる。 

· 学部学生が大学院の講義に参加することができる点は評価できる。 

· 学修意欲を刺激するために、医学入門や基礎医学セミナーなどが開講されている。 

改善のための助言 

· 学修成果の達成度を段階的に測定できるように、カリキュラムを設定すべきであ

る。 

· より多くの科目で、学生が自分の学修過程に責任を持てるように、学修意欲を刺激

し、準備を促して、学生を支援するようなカリキュラムや教授方法/学修方法を採

用すべきである。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 東海国立大学機構における岐阜大学医学部医学科との教育連携の推進 

2022年４月から１法人２大学の国立大学法人東海国立大学機構が設置されたこと

を契機に、両大学の医学部長・病院長との協議により、岐阜大学医学部医学科と

名古屋大学医学部医学科との教育連携を推進することとなった。当面は、医学専

門教育、教学 IR、 ICT教育、共用試験（ Objective Structured Clinical 

Examination[OSCE]・CBT[Computer Based Testing]）、地域医療教育、アンプロ

フェッショナルな態度・行動の評価・再教育の６項目において連携を進めること

とし、両大学の間にワーキンググループ（WG）を設置した。 

（連携の具体的取り組み） 

• 名古屋大学と岐阜大学の医学専門科目の連携については、両大学の同様の

科目を担当する教員同士が、それぞれの講義・実習内容等を共有し、意見

交換する場を設けている。 

実際の岐阜大学との教育連携の一例として、2022年度からは１年生を対象

として「医学入門」の一部の講義で岐阜大学との連携授業を実施してお

り、2023年・2024年度も継続している。 

さらに「腎尿路学」「生理学」「内分泌・代謝」「臨床遺伝・腫瘍医学」

「皮膚科学」「ライフサイクル・老年科学」「画像診断・放射線学」の7科

目において来年度以降の授業連携について打ち合わせが行われた。 
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 医学部医学科教育委員会では、カリキュラム評価（IR）委員会と合同で、2023年度新

カリキュラムについてのアンケートを学生・教員向けに実施し、学生や教員の意見を

踏まえながら新カリキュラムの作成にあたった。 

2023年度以降の新カリキュラム策定にあたっては、アンケート調査に加えて、公

開検討会（2022年度5月～7月 10回実施、2023年6月～7月 3回実施）を開くなど、

広く教員と学生の意見を求める機会を確保している。 

 総合医学教育センターが中心となって、名古屋大学医学部の教員に向けて、「東

海国立大学機構名古屋大学医学部FD」と称するFDを2021年度より開始している。

（詳細は5.2参照） 

 

今後の計画 

 岐阜大学とは2024年度以降も引き続き授業連携を実施予定である。 

 2025年度以降の新カリキュラム策定にあたっても、アンケート調査に加えて、引

き続き広く教員と学生の意見を求める機会として新カリキュラム策定に関する公

開検討会を予定している。 

 東海国立大学機構名古屋大学医学部FDは、各分野からの様々なテーマを取り上げ、

教員・学生意見交換の場ともなるように、引き続き年に数回の開催を予定してい

く。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料11   2023年度以降の新カリキュラム策定に関する公開検討会 

資料15   2023年度東海国立教育連携ＷＧ議事録・活動報告 

資料16   東海国立大学機構名古屋大学医学部FD(第１回～第７回) 

 

質的向上のための水準：適合  

質的向上のための水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· なし 

改善のための示唆 

· 生涯学習につながるカリキュラムをさらに充実させることが望まれる。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 キャリア教育など、生涯教育につながるカリキュラムを拡充することを目指し、「名

古屋大学病院・関連病院卒後臨床研修ネットワーク」では、医学部卒業後に多様な分

野で活躍している卒業生を招いた学生・若手医師向けキャリアセミナーを定期的に開

催している。2023年度は全3回実施し、2024年度も3回の開催を予定している。 

第1回：2022年11月 

女性医師としてのキャリアパス、米国での救急医の経験について 

第2回：2023年2月 

女性研究医としてのキャリアパス、在宅診療医としてのキャリアパスについて 

第3回：2023年6月 

産婦人科学女性医師・クリニック院長 

第4回：2023年12月 

公衆衛生を学ぶ放射線科医・ジャーナリスト/福島で働く臨床疫学系医 
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第5回：2024年3月 

先端医療開発部 データセンター・クリニカルデータマネージメント女性室長/

小児科医師 など 

第6回：2024年6月 

日本の医師免許を用いて海外での臨床医/スタートアップ企業のCEO 

 

今後の計画 

 今後も、「名古屋大学病院・関連病院卒後臨床研修ネットワーク」では、医学部

卒業後に多様な分野で活躍している卒業生（女性教員を含む）を招いた学生・若

手医師向けキャリアセミナーを定期的に開催していく。次回は2024年12月に開催

予定である。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料17   学生・若手医師向けキャリアセミナー 

 

 

2.2 科学的方法 
 

基本的水準：部分的適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 医学研究を重視するという理念のもと、基礎セミナー、基礎医学セミナーといった

科学的手法の原理、医学研究の手法を学ぶ科目が設定されている。 

· 冊子資料「EBM学習パッケージ」が作成され、それを用いてEBMの基本的な教育が行

われている。 

改善のための助言 

· 臨床実習の現場でEBMの教育を確実に実践すべきである。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 2021 年 4 月に臨床研究教育学講座が、「①出口戦略まで見据えることができる臨

床研究人材の育成」「②先端医療開発部との連携のもとでの各種臨床研究の支援」

「③専門性・部局・立場を超えた臨床研究共創の場の形成」を主なミッションと

して開講した。臨床研究全般の質向上を目指す各種臨床研究支援や、臨床研究に

関するリテラシー向上を目指した教育（学部教育、臨床研究教育）を行っている。 

 2023 年度には、文部科学省による「質の高い臨床教育・研究の確保事業」に採択

され、「スペシャリストの継続的育成によるサステナブルな臨床教育・研究力の

強化事業」を開始した。 

本事業では、On the Job Trainingによる臨床研究支援者の循環型育成、裾野拡大

よる臨床研究リテラシーの向上、臨床研究の Digital transformation によるアカ

デミア臨床開発への貢献を目指すもので、2023年 11月に 2名の研究員を採用し、

臨床研究スペシャリストを目指し研鑽を開始している。2023 年度は、臨床研究計

画概要書の確認 377 件、そのうち、研究者の希望に沿って支援をする伴走型支援

26 件を行った。学部教育、大学院教育では、臨床実習 1 およびベーシックトレー

ニングで、架空の臨床研究実施計画書を用いた、臨床研究デザイン実習を行った。

その他、若手研究者育成のための「臨床研究教育セミナー」を 16回開催し、DX時
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代の臨床研究の推進に必須である「リアルワールドデータを用いた臨床研究」に

関連するシンポジウムを、学外の専門家も講師に招き開催した。 

 
今後の計画 

 2024 年度、臨床教育研究学講座では、従来の臨床研究教育活動に加え、臨床研究

スペシャリストによるセミナーの開催、臨床研究者のための教育ビデオの作成を

予定している。 

 引き続き、臨床実習の現場でのEBM教育を拡充していく予定である。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料 13   スペシャリストの継続的育成によるサステナブルな臨床教育・研究力の強

化事業 

資料 63   臨床研究教育セミナー告知ポスター 

資料 64   臨床研究教育学講座シンポジウムポスター 

 

質的向上のための水準：適合  

質的向上のための水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 基礎医学セミナーにおいて、約６か月間の研究室配属が行われていることは評価で

きる。 

改善のための示唆 

· なし 

 

関連する教育活動、改善状況 

 カリキュラム評価（IR）委員会では、基礎医学セミナー（半年間の基礎講座配属

期間）の一層の充実と課題の早期抽出・対応のため、2023年度より基礎医学セミ

ナー実施委員会と共同で基礎医学セミナーアンケートを開始した。このアンケー

トは、半年間の期間中2回（中間・終了時）学生と担当教員に調査を実施してお

り、学生に対しては、サポート体制・研究に費やす時間・行った研究、今後やり



18  

たい研究などについて調査するとともに、教員に対しては、上記の学生の調査結

果も使用してセミナーの負担度や実習中のトラブル対応などについて積極的に意

見を求めた。 

 

今後の計画 

 特記事項なし 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料18   基礎医学セミナー（中間時・終了時）アンケート 

 

 

2.3 基礎医学 
 

基本的水準：適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 基礎医学分野の要素が広くカリキュラムに取り入れられている。 

改善のための助言 

· 臨床医学を修得し応用するのに必要となる基本的な科学的知見、概念と手法を理解

するのに役立つという観点から、カリキュラム全体の中での基礎医学教育のあり方

を明確にすべきである。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 2023年度からは基礎医学教育の大幅な再編を含む新カリキュラムへ変更した。それに

伴い「学生・教員を対象とした新カリキュラム2023年度に関する調査」を実施し、

教育プログラムの中での基礎医学教育のあり方に際し、教員や学生から広く意見

を求めた。特に基礎医学系の実習の時期や時間などについては活発な意見交換が

あった。 

 カリキュラム評価（IR）委員会では、基礎医学セミナー（半年間の基礎講座配属

期間）の一層の充実と課題の早期抽出・対応のため、2023年度より基礎医学セミ

ナー実施委員会と共同で基礎医学セミナーアンケートを開始した。このアンケー

トは、半年間の期間中2回（中間・終了時）学生と担当教員に調査を実施してお

り、学生に対しては、サポート体制・研究に費やす時間・行った研究、今後やり

たい研究などについて調査するとともに、教員に対しては、上記の学生の調査結

果も使用してセミナーの負担度や実習中のトラブル対応などについて積極的に意

見を求めた。 

 

今後の計画 

 2025年度以降の新カリキュラム策定にあたっても、アンケート調査に加えて、公

開検討会など、広く教員と学生の意見を求める機会を確保し、進めていくことを

予定している。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料11   新カリキュラム策定のための公開検討会 

資料18   2023年度（学生・教員）基礎医学セミナーアンケート 
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質的向上のための水準：適合  

質的向上のための水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 医療におけるAIの教育が行われている。 

改善のための示唆 

· 現在および将来的に社会や医療システムにおいて必要となると予測されることにつ

いて、カリキュラム全体として明確にすることが望まれる。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 2024年度からの新カリキュラムでは「医療データ科学」を新設した。この科目は3年次

「医療データ科学Ⅰ」と４年次「医療データ科学Ⅱ」に分けて開講され、医学・医療

分野で急速に蓄積されつつある多種多様なデータを適切に分析しその結果を正しく解

析することで、新たな解決策の提案や意思決定を行う能力の育成を目的としている。 

 

今後の計画 

 現在および将来的に社会や医療システムにおいて必要となると予測される事項も考慮

し、データサイエンスの充実化などを図っていく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料19   2024年度医療データ科学の講義について 

 

 

2.4 行動科学と社会医学、医療倫理学と医療法学 
 

基本的水準：部分的適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 老年科において、高齢者医療や福祉に関して社会医学を含む教育が行われている。 

改善のための助言 

· 行動科学、医療倫理学、医療法学の体系的なカリキュラムを定め、確実に実践すべ

きである。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 2023年度以降の新カリキュラム作成にあたっては、行動科学や社会医学の充実化を図

った。2023年度は初めて「行動科学・社会科学」の科目を新設し1年生、2年生を対象

に講義を実施した（1年生：なぜ医学生・医師が行動科学・社会科学を学ぶのかについ

てなど、2年生：健康と貧困など）。 

 2023年度は、医学部4年生に対して、多職種連携教育として5学科（医学・薬学・看

護・リハビリ・社会福祉）がチームを組んで体験学習を行った。 

 本学は2022年度に文部科学省によるポストコロナ時代の医療人材養成拠点形成事業に

採択され、名古屋大学と岐阜大学と共同で「医療人類学とバーチャル教育を活用した

屋根瓦式地域医療教育（NOVI+A）」を開始している。具体的には医療人類学、バーチ

ャル教育、屋根瓦式地域医療教育をキーワードとして、地域枠医学生向けの特別プロ

グラム、及び全医学生を対象とした地域医療教育を企画し、2023年度から運用を開始
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した。同事業では以下の活動を行っている。 

・地域医療指導医のための FD コースの運営 

2023 年8 月3 日（木）16:00-18:00 に第1回FDをオンラインにて開催し地域枠

医師である名古屋大学卒業生を講師として招いた。地域枠学生・医師・大学教

職員・行政職員など20名の参加登録があった。 

・地域医療に関わる人材へ事業活動内容及び実績の広報 

ホームページ作成 

本事業を紹介するサイトを作成し、本事業の内容やカリキュラム紹介、各種お

知らせおよび活動報告を行った。 

・第2回事業報告シンポジウムの開催 

2024年2月に、Okuda Haru 先生（CEO& Executive Director,USF Health 

OPEP ） をお招きし、名古屋大学にて「Reimagining Medical Education in 

the 21st Century」というテーマでご講演頂いた。 

・医療人類学と特定の診療科のトピックを結びつけた教材作成  

医療人類学と特定の診療科のトピックを結びつけたオンデマンド教材を複数作

成した。バーチャル教育環境については、特定の診療場面における医学生・医

師・医療職・患者・家族の視点をリアルタイムで記録し、そこから視座の違い

を学ぶ授業を、実際の医療機関のセッティングで試験的に実施した。 

 
今後の計画 

 新カリキュラムにおいて、行動科学、医療倫理学、医療法学の体系的なカリキュ

ラムを確実に実施していく。 

 2024年度の行動科学・社会科学は、1年～3年生を対象とした以下の講義を実施予

定である。 

1年生：なぜ医学生・医師が行動科学・社会科学を学ぶのかについてなど 

2年生：健康と貧困など 

3年生：医療人類学から問いかけなど 

 2023年度に引き続き、医療人類学と特定の診療科のトピックを結びつけたオンデ

マンド教材を複数作成予定である。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料20   2024年度行動科学・社会科学の時間割と授業説明 
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質的向上のための水準：部分的適合  

質的向上のための水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 医療制度の変化に関する教育が行われている。 

改善のための示唆 

· 行動科学、社会医学、医療倫理学、医療法学に関して、カリキュラムを調整および

修正する体制を整備することが望まれる。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 前項「基本的水準」と同じ 

 

今後の計画 

 行動科学、社会医学、医療倫理学、医療法学も含めたカリキュラムに関しては、

カリキュラム評価(IR)委員会による継続的な授業評価および学生・教員を対象と

したカリキュラムアンケートを実施し、評価していくとともに、学習者や教員の

需要を考慮した調整を行っていく。また、コアカリ改訂など、社会からの要請も

考慮したカリキュラムの見直しを定期的に行っていく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

 特になし 

 

 

2.5 臨床医学と技能 
 

基本的水準：部分的適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 「臨床実習Ⅱ」の教育期間を2020年度から延長し、診療参加型臨床実習の期間を

増やしている。 

改善のための助言 

· 臨床実習に関して、重要な診療科で学修するための十分な時間を全員に確保すべき

である。 

· 学生が実習において、チームの一員としてより積極的に診療に参加できる実習を充

実させるべきである。 

· 総括的評価に加えて、形成的評価を充実し、診療参加型臨床実習の質を向上させる

べきである。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 本学は 2023年度文科省公募事業「質の高い臨床教育・研究の確保事業」に採択さ

れ「スペシャリストの継続的育成によるサステナブルな臨床教育・研究力の強化

事業」を開始している。同事業では、シミュレーション教育の充実による持続的

な診療参加型臨床実習強化プログラムを通じて、臨床実習中の基本的臨床技能実

習の拡充をめざしていく。 
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本事業の具体的取り組みを以下に示す。 

 2023 年度より、現行の 4 年生の基本的臨床技能実習に加えて、臨床実習期

間中にも基本的臨床技能実習Ⅱとしてシミュレーション実習（主に 皮

下・皮内・筋肉注射、尿検査、浣腸、気管内吸引、口腔・鼻腔吸引、吸入

など）を開始した。 

 カリキュラム評価（IR）委員会と合同で 2023 年度より学生及び、診療科教

員を対象に臨床実習において学生が経験する医行為の状況に関する調査を

実施した。 

学生（5年生・6年生）への調査 

門田レポートにて定める 74 の医療行為について実施・シミュレーショ 

ン・介助・見学等の経験を調査 

診療科教員への調査 

門田レポートにて定める 74 の医療行為について実際の患者さんに対して

またはシミュレーションでの実施の有無を調査 

 2023年12月から総合医学教育センターの教育専任の教員が、各診療科に対

しそれぞれの診療科の文脈を考慮して行う支援対話型FDであるWorkplace 

based FDを開催している。同FDでは実際に学生をどのように診療に参加さ

せるか、どんな医行為が可能かなどについて意見交換が行われた。引き続

き2024年度もこの対話型FDを各診療科と実施予定である。 

 2023年1月には、テーマを「質の高い臨床実習」として第6回東海国立大学

機構名古屋大学医学部FDを開催した。 

外部講師による講演「質の高い臨床教育に向けたシミュレーションスペシ

ャリストの役割」および「診療参加型臨床実習の Good Practice」に加え

て、臨床実習における診療参加についてのグループディスカッションが開

催され、教員と学生が臨床実習について活発に意見交換を行った。 

 2023年度より6年生を対象とした臨床実習Ⅱにおいて電子ポートフォリオシ

ステムを試験的に開始した。この電子ポートフォリオは診療経験記録を実

習終了後に学生が入力することで、実習先診療科の担当教員と共有できる

システムである。またこの電子ポートフォリオシステムとAIの連携につい

てもトライアルを開始している。 
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 従来の教育に欠けていた医療人としての「望ましい態度」、「高いコミュニケー

ション能力」、「基本的臨床技能」が得られる教育に努めている。さらには、国

際的に通用する研究医・臨床医の育成を目指している。以下に例を挙げる。初年

次からの臨床現場での実習（早期体験実習）、臨床実習Ⅱでの海外協定校への派

遣及び準備教育の実施などに加えて、①4年次の臨床教育における「接遇教育」

（医療面接とは別枠の社会人としての態度、礼節教育）、②地域医療教育学講座

によるシネメディケーション実習なども導入した。 

 

今後の計画 

 臨床実習電子ポートフォリオシステムトライアルに関するアンケート調査を行っ

ておりそれを踏まえて改善を行う。 

 2023年度に引き続き2024年度も、各診療科に対し支援対話型のWorkplace based 

FDを開催し、診療参加型臨床実習の推進に向けた意見交換を行う予定である。 

 新カリキュラムの学年進行により2025年度は、臨床医学系の変更が主なため臨床

系の講座・診療科に対しても新カリキュラムについてのアンケートを実施してい

る。 

また、講義・基本的臨床技能実習・臨床実習・PBL・CBT・OSCEなどの時期や内容

についての公開検討会を開催し、学生・教員との意見交換を実施予定である。 

 2023年度に引き続き2024年度もカリキュラム評価（IR）委員会では 学生・教員

に対して臨床実習中の医行為実施状況の調査を行う予定である。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料13   文科省「質の高い臨床教育・研究の確保事業「スペシャリストの継続的育成

によるサステナブルな臨床教育・研究力の強化事業」 

資料21   2023年度臨床実習（5.6年生向け）医行為状況調査 

資料22   2023年度臨床実習（教員向け）医行為状況調査 

資料23   2023年度臨床実習電子ポートフォリオトライアルについてのアンケート 

 

 

質的向上のための水準：部分的適合 

質的向上のための水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· １年次の医学入門の中で、看護実習、介護実習、医師シャドーイング、医療現場体

験実習などが行われている。 

改善のための示唆 

· １年次だけでなく、全ての学生が２年次から臨床実習開始まで、徐々に患者診療へ

参画する機会を確実に確保することが望まれる。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 前項「基本的水準」と同じ 

 

今後の計画 

 2024年度からは、夏季休暇期間中である7月と9月に試験的に「ポリクリ０」とし

て、低学年が臨床実習開始前に患者さんの診察に参加する機会を提供することを

予定している。2024年度はトライアルとして希望者を対象に実施するとともに、
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今後対象者・対象診療科を拡充していく。 

 臨床医学・臨床実習も含めたカリキュラムに関しては、カリキュラム評価(IR)委

員会による継続的な授業評価および学生・教員を対象としたカリキュラムアンケ

ートを実施し、評価していくとともに、学習者や教員の需要を考慮した調整を行

っていく。 

 また、コアカリ改訂など、社会からの要請も考慮したカリキュラムの見直しを定

期的に行っていく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料 24   2024年臨床実習「ポリクリ０」トライアルの資料 

 

 

2.6 教育プログラムの構造、構成と教育期間 
 

基本的水準：部分的適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 教育範囲、教育内容、実施日程などがシラバスに明示されている。 

改善のための助言 

· ６年間の医学教育プログラムにおいて、全学教育科目、基礎医学、行動科学、社会

医学および臨床医学を 適切な関連と配分で構成すべきである。 

· ６年間を通じて、学修成果を確実に達成できるように、教育範囲、教育内容、教育

科目の実施順序を明示すべきである。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 2022年度以降順次カリキュラム改変を実施しており、2023年度は2、3年生のカリ

キュラムにおいて、基礎医学、行動科学、社会医学等の大幅な再編を実施した。 

 2023年度以降の新カリキュラム策定にあたっては、アンケート調査に加えて、全

学生および教員が参加可能な公開検討会を定期的に開催し、学生や教員の意見を

積極的に取り入れながらカリキュラムの改善を図っている。 

・2023年6月に実施した2024年度新カリキュラムについての公開検討会では、主に

基礎医学系・社会医学系の講義や実習の時期や期間について活発な意見交換が

行われた。 

・2024年6月に実施した2025年度新カリキュラムについての公開検討会では、主に臨床

医学系の講義や実習の時期や期間について活発な意見交換が行われた。 

 2024年度から、全学教育科⽬「教養科⽬」について、履修基準の緩和や履修機会拡⼤
の措置を講じることになった。 

【措置の内容】 

① 教養科⽬の各修得科⽬上限（「4単位を限度」など）がおおむね撤廃された。 

これにより、学生の興味に応じた履修が可能となった。 

② Ⅴ期及びⅦ期に教養科⽬の⼗分な開講数が期待できないため、履修基準「Ⅴ期

およびⅦ期において、各2単位以上を取得すること。」（必須）を、「Ⅴ期及

びⅦ期において、各2単位以上の取得を推奨する。」（任意）に改訂した。 

③ 『全学教育科⽬履修の⼿引』の医学科履修基準で既に周知されている「超学部
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セミナー（医学研究ゼミ）：2単位」については、Ⅶ期（４年次春学期）のみ

設定することとし（Ⅴ期は無し）、3年次基礎医学セミナー終了後も引き続き4

年次に当該講座／研究室で研究活動に従事し、その活動が単位に相当すると認

められた場合に単位が認定されることとした。 

④Ⅴ期・Ⅶ期の履修機会拡⼤のため、医学科⽣向け教養科⽬（現代教養科⽬、超学

部セミナー、国際理解科⽬のいずれか１科⽬）を鶴舞キャンパスにおいて遠隔

授業で開講することとした。 

 

今後の計画 

 2025年度は、新4年生のカリキュラムの再編を予定している。主に臨床医学系の講

義・臨床実習・基本的臨床技能実習・PBL・CBT・OSCEの時期が再編される予定で

ある。新カリキュラム策定にあたっては、アンケート調査に加えて、全学生およ

び教員が参加可能な公開検討会を開催し、学生や教員の意見を積極的に取り入れ

ながらカリキュラムの改善を図っていく。また、６年間を通じた学修成果の確実な

達成を考慮した期間や実施順序等を検討していく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料25   2024年度全学教育科⽬「教養科⽬」 

 

質的向上のための水準：部分的適合 

質的向上のための水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· ４年次に臨床医学の水平的統合を目指した９講義から成る「臓器別臨床講義」が設

定されている。 

改善のための示唆 

· カリキュラムの水平的統合、垂直的統合を確実に実施することが望まれる。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 前項「基本的水準」と同じ 

 

今後の計画 

 新カリキュラムへの変更に際しては、学生や教員から広く意見を収集しニーズを踏まえ

るとともに、カリキュラムの水平的統合、垂直的統合を図ることも検討していく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

 前項「基本的水準」と同じ 
 

 

2.7 教育プログラム管理 
 

基本的水準：適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· カリキュラムの立案と実施に責任と権限を持つ、医学部医学科教育委員会が設置さ
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れ、構成委員に教員と学生の代表が含まれている。 

改善のための助言 

· なし 

 

関連する教育活動、改善状況 

 医学部医学科教育委員会とカリキュラム評価(IR)委員会の学生委員を別に専任するな

ど、両者の独立性を高めている。 

 医学部医学科教育委員会では、カリキュラム評価(IR)委員会からの提言を受けてカリ

キュラムや教育環境の改善に取り組んでおり、実際の教育プログラム改善活動を通じ

て両者の役割分担がより明確になってきている。 

 

今後の計画 

 引き続き、実質的な活動を通じて、医学部医学科教育委員会の担う役割を明確にし

ていく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料31   2024年度医学部医学科教育委員会名簿 

資料32   2024年度医学部カリキュラム評価（IR）委員会名簿 

 

質的向上のための水準：部分的適合 

質的向上のための水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 教育カリキュラムの改善に関して、カリキュラム評価（IR）委員会などとの連携

体制が組織的に示されている。 

改善のための示唆 

· 医学部医学科教育委員会を中心とした関連組織が、有機的かつ持続的に連携して活

動することが望まれる。 

· 教育カリキュラムの立案と実施に責任を持つ委員会に、卒業生、臨床実習に関わる

他の医療専門職、一般市民などの幅広い教育関係者を含めることが望まれる。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 前項「基本的水準」と同じ 

 

今後の計画 

 前項「基本的水準」と同じ 

 

改善状況を示す根拠資料 

 前項「基本的水準」と同じ 
 

 

2.8 臨床実践と医療制度の連携 
基本的水準：適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 総合医学教育センターが卒後臨床研修・キャリア支援センターと連携して卒前教育
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と卒後の教育・臨床実践を支援している。 

· 「名古屋大学病院・関連病院卒後臨床研修ネットワーク」が卒前教育と卒後の教

育・臨床実践に関与し、組織的に活動している。 

改善のための助言 

· 保健医療上の問題点を特定し、それに対して必要な学修成果を明らかにして、適切

に連携を行うべきである。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 カリキュラム評価（IR）委員会では2022年度以降、卒業生進路先調査・卒業生調

査を定期的に実施している。「卒業生を受け入れていただいた医療機関等へのア

ンケート調査」では卒業生の進路先医療機関（初期研修先など）に対し、本学の

卒業生のディプロマポリーの達成状況や本学の卒業生の強みや弱みなどについて

調査している。また卒業生アンケートでは、卒業生に対しディプロマポリシー達

成状況に関する調査や卒業生のキャリアの調査、本学の教育への意見収集を行っ

ている。 
 

今後の計画 

 卒業生進路先調査・卒業生調査の定期的な実施により、卒業生や卒業生の働く環

境からも本学のカリキュラムや学修環境に関する意見、さらには地域や社会の抱

える保健医療上も問題に関する情報を収集し、教育プログラムを適切に改良して

いく。 

 コアカリ改訂など、社会からの要請も考慮したカリキュラムの見直しを定期的に

行っていく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料02   2023年度卒業生進路先（卒業生を受け入れていただいた医療機関等）調査 

資料03   2023年度卒業生調査（2023年10月実施） 

 

質的向上のための水準：適合 

質的向上のための水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 「名古屋大学病院・関連病院卒後臨床研修ネットワーク」を通じて、卒業生が将来

働く環境からの情報を得ている。 

改善のための示唆 

· 基礎研究、公衆衛生、産業保健など、卒業後に選択されることが少ない分野から

も、さらに情報収集を行うことが望まれる。 

· 一般市民など地域や社会の意見を、さらに取り入れることが望まれる。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 カリキュラム評価（IR）委員会では2022年度以降、卒業生進路先調査・卒業生調

査を定期的に実施している。「卒業生を受け入れていただいた医療機関等へのア

ンケート調査」では卒業生の進路先医療機関（初期研修先など）に対し、本学の

卒業生のディプロマポリーの達成状況や本学の卒業生の強みや弱みなどについて

調査している。また卒業生アンケートでは、卒業生に対しディプロマポリシー達

成状況に関する調査や卒業生のキャリアの調査、本学の教育への意見収集を行っ
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ている。 

 キャリア教育など、生涯教育につながるカリキュラムを拡充することを目指し、「名

古屋大学病院・関連病院卒後臨床研修ネットワーク」では、医学部卒業後に多様な分

野で活躍している卒業生を招いた学生・若手医師向けキャリアセミナーを定期的に開

催している。2023年度は全3回実施した。（詳細は前述2.1参照） 

 

今後の計画 

 卒業生進路先調査・卒業生調査の定期的な実施により、卒業生や卒業生の働く環

境からも本学のカリキュラムや学修環境に関する意見を得て、教育プログラムを

適切に改良していく。卒業生を対象としたアンケートでは、臨床だけでなく研

究・公衆衛生・産業保健などの分野に進んだ卒業生も対象とし意見収集を行う。 

 コアカリ改訂など、社会からの要請も考慮したカリキュラムの見直しを定期的に

行っていく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

 前項「基本的水準」と同じ 

 

 

 

 

３. 学生の評価 
 

領域3-学生の評価における「改善のための助言」を受け、目標とす

る学修成果を学生が達成していることを保証する評価を確立するこ

とが今後の課題といえる。 
 

 

3.1 評価方法 
 

基本的水準：部分的適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 過去の試験問題等を収集し、医学教育専門家による分析が開始されている。 

改善のための助言 

· より多くの科目で、知識だけでなく、技能および態度について評価方法や基準を

明示し、確実に実施すべきである。 

· 臨床実習中の疾患や病態の経験についての評価に加え、MiniCEXなどWorkplace- 

based Assessmentによる態度・技能評価も確実に実施すべきである。 

· 教職員の関係者が履修する科目の評価に際しては、利益相反に十分な配慮を行う

べきである。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 2023年9月、学士試験に関し、学生・教員を対象としたアンケート等や2022年に実
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施した東海国立大学機構名古屋大学医学部FDでの意見を踏まえ、カリキュラム評

価(IR)委員会では学士試験評価小委員会を新たに設立し、学生評価の質向上を目

指している。 

 2023年10月、学士試験小委員会では、試験に関し各科目が抱えている課題を拾い

出し、改善していくため「試験点検評価シート」を各科目にアンケート形式で実

施した。「試験点検評価シート」では、「試験の出題形式」「再試験」「追試験

有無」「試験問題の公開の有無」「試験結果のフィードバック」「成績の評価方

法と基準」「試験を実施する意義」「現在の試験の課題」の項目の調査を実施す

るとともに、試験の適切な実施のための自己点検の機会とした。 

 2023年度は、カリキュラム評価(IR)委員会では、上記の「試験点検評価シート」

と2022年度の科目別の試験成績など教学データの分析を行った。 

 技能評価に関しては、2022年度より臨床実習後OSCEの一部で、大学独自課題を実

施し評価している。2023年度と2024年度は縫合の手技を大学独自課題とした。 

 2024年度1月より6年生を対象とした臨床実習Ⅱにおいて電子ポートフォリオシス

テムの運用を試験的に開始した。この電子ポートフォリオは診療経験記録を実習

終了後に学生が入力することで、実習先診療科の担当教員と共有できるシステム

である。担当教員からは学生に対する形成的評価が実施される。電子ポートフォ

リオシステムとAIの連携についてのトライアルも同時に開始している。 

 

今後の計画 

 試験の実施方法などに関する教員用の申し合わせ事項等を整備し周知することも

検討していく。 

 学士試験評価小委員会では、引き続き各々の学士試験についての妥当性を検討し

ていく。 

 臨床実習における電子ポートフォリオシステムを本格的に運用し、形成的評価を

強化していく。また、トライアルに関するアンケート調査を行い、それを踏まえ

て改善を行う。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料26   2023年度全科目試験点検評価シートまとめ 

資料23   2023年度臨床実習電子ポートフォリオシステムのトライアル 

 

質的向上のための水準：部分的適合 

質的向上のための水準に対する前回の評価結果（2021年受審）特記すべき良い点（特色） 

· 「アンプロフェッショナルな行動・態度の評価」を始めている。 

改善のための示唆 

· 全ての評価において信頼性、妥当性を検証し、明示することが望まれる。 

· 計画している電子ポートフォリオによる学びの可視化や臨床実習における

MiniCEX、360度評価などの活用を推進することが望まれる。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 前項「基本的水準」と同じ 

 

今後の計画 

 臨床実習における電子ポートフォリオシステムを本格的に運用し、形成的評価を
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強化していく。また、トライアルに関するアンケート調査を行い、それを踏まえ

て改善を行う。 

 カリキュラム評価(IR)委員会では、試験成績など教学データの分析を引き続き行

っていく。その中では、各科目の成績評価の妥当性・信頼性についての検証も実

施する予定である。 

 

改善状況を示す根拠資料 

 前項「基本的水準」と同じ 

 

 

3.2 評価と学修との関連 
 

基本的水準：部分的適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· なし 

改善のための助言 

· 目標とする学修成果と教育方法に整合した評価をさらに進めるべきである。 

· 目標とする学修成果を学生が達成していることを保証する評価を確立すべきであ

る。 

· 形成的評価を積極的に取り入れ、学生の学修を促進するとともに、学修の進度を判

定できる評価を行うべきである。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 カリキュラム評価(IR)委員会では、ディプロマポリシーで定める学修成果の内容が達

成されているか検証するために、学生に対するディプロマポリシー達成状況に関する

自己評価を2021年度より開始しており、2023年度も各学年に対し年度末に実施してい

る。 

 総合医学教育センターが中心となって、名古屋大学医学部の教員に向けて、「東海

国立大学機構名古屋大学医学部 FD」と称する FD を 2021 年度より開始している。

2023 年度は 3 回開催し学生も参加し、教員・学生がグループワークを交えて活発

な討議・意見交換が行われている。その中では「試験のあり方」についてや、「診

療参加型臨床実習の評価」についても取り上げている。（詳細は 5.2参照） 

 2022 年度からは試験問題の公開を行い、履修認定および試験結果は 本学の学習

支援システムである TACT (TOKAI Academic Combination Tools) の成績簿機能を

使用した開示に変更し、2023 年度は大部分の講座が対応できるようになった。こ

れにより従来以上に詳細な試験結果のフィードバックが学生に対し行われている。 

 2023年9月、学士試験に関し、学生・教員を対象としたアンケート等や2022年に実

施した東海国立大学機構名古屋大学医学部FDでの意見を踏まえ、カリキュラム評

価(IR)委員会では学士試験評価小委員会を新たに設立し、学生評価の質向上を目

指している。 

 2023年10月、学士試験小委員会では、試験に関し各科目が抱えている課題を拾い

出し、改善していくため「試験点検評価シート」を各科目にアンケート形式で実

施した。「試験点検評価シート」では、「試験の出題形式」「再試験」「追試験
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有無」「試験問題の公開の有無」「試験結果のフィードバック」「成績の評価方

法と基準」「試験を実施する意義」「現在の試験の課題」の項目の調査を実施す

るとともに、試験の適切な実施のための自己点検の機会とした。 

 2024年度1月より6年生を対象とした臨床実習Ⅱにおいて電子ポートフォリオシス

テムの運用を試験的に開始した。この電子ポートフォリオは診療経験記録を実習

終了後に学生が入力することで、実習先診療科の担当教員と共有できるシステム

である。担当教員からは学生に対する形成的評価が実施される。電子ポートフォ

リオシステムとAIの連携についてのトライアルも同時に開始している。 

 

今後の計画 

 臨床実習Ⅱにおいて電子ポートフォリオシステムを本格的に運用していくことで

形成的評価を強化していく。また、トライアルに関するアンケート調査結果を踏

まえた運用の改善も行っていく。 

 学士試験評価小委員会では、引き続き各々の学士試験についての妥当性を検討し

ていく。 

 カリキュラム評価(IR)委員会では、引き続き試験成績など教学データの分析を引

き続き行っていく。その中では、各科目の成績評価の妥当性・信頼性についての

検証も実施する予定である。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料23   2023年度臨床実習電子ポートフォリオシステムのトライアル  

 

質的向上のための水準：部分的適合 

質的向上のための水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 学生と教員が協議し、試験日程が過密にならないように配慮している。 

改善のための示唆 

· 評価結果に基づいた時機を得た、具体的、建設的、そして公正なフィードバックを

行い、全ての学生の学修を確実にすることが望まれる。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 学生からあがった要望をもとに、2022年度に引き続き2023年度も医学部医学科教

育委員会では委員会内の組織として「試験のあり方WG」を立ち上げ、学生参加の

もと、試験日程に関するルール作りにあたっている。試験日程の決定ルールに関

しても学生と教員のニーズを踏まえて再検討し、試験日程をあらかじめシラバス

に記載した。 

 専門科目の再試験の日程調整に関するルールを決め、医学科生へ通知した。 

個人情報保護の観点から従来の窓口での合否通知を改め、TACTでの合否通知に変

更したことにより、再試験の日程を決める方法例を学生・教員と共有した。 

再試験の日程を決める方法例 

・科目担当から再試験対象者へ TACT やメールで例文 A,B のように通知して

日程を決める 

・学生が代表者を決定し、講座と学生に都合を確認し調整する 

 2023年10月、学士試験小委員会では、試験に関し各科目が抱えている課題を拾い

出し、改善していくため「試験点検評価シート」を各科目にアンケート形式で実
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施した。「試験点検評価シート」では、「試験の出題形式」「再試験」「追試験

有無」「試験問題の公開の有無」「試験結果のフィードバック」「成績の評価方

法と基準」「試験を実施する意義」「現在の試験の課題」の項目の調査を実施す

るとともに、試験の適切な実施のための自己点検の機会とした。 

 2024年度1月より6年生を対象とした臨床実習Ⅱにおいて電子ポートフォリオシス

テムの運用を試験的に開始した。この電子ポートフォリオは診療経験記録を実習

終了後に学生が入力することで、実習先診療科の担当教員と共有できるシステム

である。担当教員からは学生に対する形成的評価が実施される。電子ポートフォ

リオシステムとAIの連携についてのトライアルも同時に開始している。 

 

今後の計画 

 2025年度以降の医学科カリキュラムに関しても、公開検討会で学生と教員のニー

ズを踏まえて再検討することを予定している。 

 臨床実習の電子ポートフォリオシステムを全診療科に導入し、実習事項・患者情

報・学んだことなどを学生が記録できるシステムを目指す。 

また AIを使って学生が入力した経験記録から項目を抜き出し経験記録の集計が

できるようにする予定である。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料26   2023年度全科目試験点検評価シートまとめ 

資料28   履修認定および試験結果の回収方法等について(2023年4月通知) 

資料29   専門科目の再試験の日程調整に関するルールについて(2024年4月通知) 

資料23   2023年度臨床実習の電子ポートフォリオシステムのトライアル 

 

 

 

 

４. 学生 
 
領域4-学生における「改善のための助言・示唆」を受け、使命を策

定する委員会と学生生活委員会への学生の実質的に参加が今後の課

題といえる。 
  

4.1 入学方針と入学選抜 
 

基本的水準：適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 医学部の理念、アドミッションポリシーに基づいて、一般入試（前期日程、地域枠

としての後期日程）、研究者志向のある学生を選抜する推薦入試と学士編入学入試

など、多様な選抜方法が実施されている。 

改善のための助言 

· なし 
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関連する教育活動、改善状況 

 本学の入試の現況について以下に記す。（2024年4月現在） 

（１）推薦入試 

全国の高校から学業成績の特に優秀な３年生を各１名に限り推薦を受ける。2008年

度から研究者志向を持つ学生からの出願に期待することを募集要項に記載し、面接

試験により、医学研究者への志向性を持ち、将来研究医を目指す能力と資質を有し

た人物を重視した選抜を行っている。教授会で12名を選抜する。 

（２）前期日程入試［一般枠］ 

二次試験では英語、数学、理科（物理、化学、生物から２科目選択）、国語の筆記

試験と面接を行う。国語については、2021年より古典を廃止し、現在は現代文のみ

を課している。2025年度入学者選抜（2024年度実施）より国語を廃止する。 

（３）前期日程入試［地域枠］ 

2009年度入学者選抜から緊急医師確保対策に基づく特別枠を設け、愛知県内の地域

医療を担う人材を育成することを目的として入試を行っている（定員５名）。2022

年度までは、後期入試として実施していたが、2023年度からは前期入試に組み込ま

れた（一般枠を第２希望として併願可能）。 

（４）後期日程入試 

2023年度入学者選抜（2022年度実施）から、後期入試を一般枠とする新たな入試制

度を導入した。 

（５）編入学 

学士以上の学位を有する者を対象とし、医学研究者への志向性を持つものを選抜す

る制度として2005年度から導入した。2021年度までは３年次編入学として５名の定

員枠で実施していたが、2022年度より２年次編入学として４名の定員枠に変更し、

過密なカリキュラムの改善を図った。 

（６）私費外国人留学生入試 

例年、韓国、中国、台湾などから５名前後の出願があり、筆記試験と面接によって

試験を行っている。面接官は４名で評価している。ここ数年の合格者は０名で推移

しており、入試制度の見直しも検討している。 

 2023年の編入生（2年次編入）から 1年生で履修する専門科目も受講可能な時間割に

した。 

 カリキュラム評価（IR）委員会では、2023年度に入試枠毎の学生の特性と成績結

果推移の比較および国家試験合否に関与する因子の検討の分析を行った。また推

薦入試枠と編入学枠については、在学中の研究業績や卒業後の進路調査も実施

し、研究志向性の高い学生を取る方針がどの程度成果をあげているか評価した。 

2024年3月からは高校の生物履修の有無と入学後の学業成績との関連についても分

析を始め、2024年度に報告を予定している。 
 

今後の計画 

 少子高齢化などの社会情勢の中、全学レベルや他の学部での方針を参考にしな

がら、優秀な医学生を確保するための新しい入試制度を検討することが喫緊の

課題となっている。 

 カリキュラム評価（IR）委員会では、引き続き卒業生進路先調査・卒業生調査を

定期的に実施していく。学務課と連携して、卒業生調査や教学データ分析では地

域枠・推薦入試・編入学など入試枠ごとの様々な角度からの分析も実施していく。 
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改善状況を示す根拠資料 

資料48   2023度第2年次学士編入学学生募集要項 

資料49   2023年度推薦入試医学部の出願資格・要件および選抜方法 

資料36   2023年度2年次編入生の時間割 

資料37   入試枠毎の学生の特性と成績結果推移の比較および国家試験合否に関与する

因子の検討（2023年7月_カリキュラム評価(IR)委員会レポート） 

 

質的向上のための水準：部分的適合 

質的向上のための水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· なし 

改善のための示唆 

· 開示請求にとどまらず、入学決定の疑義申し立て制度を採用することが期待され

る。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 特記事項なし 

 

今後の計画 

 入学試験情報の開示請求を受け付けており、入学決定の疑義申し立てが可能である

が、制度の利用実績も踏まえ、制度に有り方について引き続き検討していく。 

 カリキュラム評価（IR）委員会では、卒業生進路先調査・卒業生調査を定期的に

実施していく。学務課と連携して、卒業生調査や教学データ分析では地域枠・推

薦入試・編入学など入試枠ごとの様々な角度からの分析も実施していく予定であ

る。その結果も踏まえたアドミッションポリシーの見直しも定期的に実施してい

く。 

 

改善状況を示す根拠資料 

 特になし 

 

 

4.2 学生の受け入れ 
 

基本的水準：適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 想定するキャリアプランにあわせて複数の教育プログラムを準備したうえで、異な

った選抜様式を採用している。 

改善のための助言 

· なし 

 

関連する教育活動、改善状況 

 特記事項なし 
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今後の計画 

 特記事項なし 

 

改善状況を示す根拠資料 

 特になし 

 

質的向上のための水準：適合 

質的向上のための水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 基礎医学研究者の減少に対応した基礎医学研究者の養成プログラムを準備し、受け

入れ定員を設けている。 

改善のための示唆 

· なし 

 

関連する教育活動、改善状況 

 特記事項なし 

 

今後の計画 

 特記事項なし 

 

改善状況を示す根拠資料 

 特になし 

 

4.3 学生のカウンセリングと支援 
 

基本的水準：適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 全学において学生支援センター（現学生支援本部）を設置し、保健管理室、障害学

生支援室（現アビリティー支援センター）と連携することで、学生のカウンセリン

グ、支援体制を構築している。 

改善のための助言 

· 学生を支援するためのプログラムをさらに充実させるべきである。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 学生向けの Learning Management System (LMS)のTACTにて、学生を支援することの

できる制度や情報などを学務課より頻繁に発信している。 

 学生の勉学・生活全般についてのアドバイザーとして学生ごとに指導教授を定めてい

る。長期にわたって学生との信頼関係を築き、より密接な指導が行えるように在学６

年間を通じて指導教授１名が継続して指導する体制を取っている。学務課学務係と授

業担当教員が密接に連携して長期欠席者の早期発見に努め、問題を抱える学生につい

ては、医学部医学科教育委員会、学生生活委員会、学生支援本部学生相談センターが

連携して指導や支援に当たっている。（2023年度 外部報告書より） 

 障害等を理由に修学上の支援として合理的配慮を希望する学生については、学生支援

本部アビリティー支援センターの協力を得て、当該学生、指導教員及び医学部医学科
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教育委員会で配慮内容等を調整し、本部学生生活委員会の審議を経て、配慮内容が決

定される。（2023年度 外部報告書より） 

 2024年2月、カリキュラム評価（IR）委員会では、年度末に定期的に実施している学生

向け学修環境調査を実施し、「教員との交流」「友人関係」「自分の社会生活への不

安」についての意見を収集した。 

上記の年度末調査や科目別の授業評価調査なども含め、学生からの注視すべきコメン

トがあった場合は、関係組織や部門と連携し対応している。 

 2023年度より基礎医学セミナー実施委員会とカリキュラム評価（IR）委員会と共同で

学生と教員向けに中間時・終了時と2回アンケートを実施した。基礎医学セミナーは3

年次後半の半年間、基礎医学系・社会医学系講座の研究室に各２〜４名ずつ所属し、

教員の指導の下で研究を行い、最前線の研究活動を体験するセミナーである。そのた

め通常実施している授業評価アンケートより詳細な調査を実施した。 

学生向けの調査内容は以下の2点である。 

・担当責任者に相談やサポートを得る環境かどうか、 

・研究の拘束時間 などについて重点的に調査を行った。 

この学生の調査結果を参考資料として教員への調査も実施し、早期に問題点を見つけ

ることができるようになった。 

 4年次後半からの臨床実習についても、学生が実習で回った診療科ごとのアンケートを

実施しており、実習中に困っていることや改善してほしいことなどを早期に各診療科

にフィードバックできるようにしている。 

 キャリアガイダンスの一環として「名古屋大学病院・関連病院卒後臨床研修ネッ

トワーク」では、医学部卒業後に多様な分野で活躍している卒業生を招いた学

生・若手医師向けキャリアセミナーを定期的に開催している。2023年度は全3回実

施した。（詳細は前述2.1参照） 

 

今後の計画 

 学生に対し、支援プログラム、保健管理室、学生支援本部アビリティー支援セン

ター、ハラスメント相談センターなどの情報を周知し、適切なカウンセリングと

支援を実施していく。 

 カリキュラム評価（IR）委員会では、各実施委員会とも協力しての学生向けのア

ンケートを充実させ、問題点や改善点を早期に発見できる体制にしていく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

冊子資料② 2023年度外部評価報告書 

資料04   2023年度学生向け学修環境調査（2024年2月実施） 

資料18   2023年度基礎医学セミナーアンケート（学生・教員向け） 

 

質的向上のための水準：部分的適合 

質的向上のための水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 「名古屋大学病院・関連病院卒後臨床研修ネットワーク」が、キャリア支援の一部

を担っている。 

改善のための示唆 

· 指導教員によるメンター制度を充実し、教育進度に基づいて学修上のカウンセリン

グを提供し、実質化することが望まれる。 
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関連する教育活動、改善状況 

 学生と指導教員との定期面談にあたっては面談記録を作成することが2020年度に決定

されている。 

 取得単位が不足するなど教育上の課題を抱える学生に対しては、個別の面談も実施し

ている。 

 

今後の計画 

 指導教員との定期面談や教育上の課題を抱えた場合の面談時において、記録に基づい

た継続的な支援の実績を今後も積み重ねていく。 

 カリキュラム評価（IR）委員会にて今後、成績データを収集・分析し、医師国家試験

不合格ハイリスク学生を抽出するためのスコアシステムなどを作成することを検討し

ている。それにより、学生に対して早期に指導的介入を行うことを目指す。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料37   入試枠毎の学生の特性と成績結果推移の比較および国家試験合否に関与する

因子の検討（2023年7月_カリキュラム評価(IR)委員会レポート） 

 

 

4.4  学生の参加 
 

基本的水準：部分的適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 医学部医学科教育委員会とカリキュラム評価（IR）委員会に学生委員が規定され、

実際に活動を行っている。 

改善のための助言 

· 使命を策定する委員会に学生が参加し、適切に議論に加わるべきである。 

· 医学部医学科教育委員会とカリキュラム評価（IR）委員会に参加する学生委員が重

複しており、両委員会の独立性を担保するために委員の構成を十分に検討すべきで

ある。 

· 学生生活委員会に学生が実質的に参加すべきである。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 医学部医学科教育委員会とカリキュラム評価(IR)委員会の学生委員を別に選任するな

ど、両者の独立性を高めている。 

 医学部医学科教育委員会では、カリキュラム評価（IR）委員会と合同で、2023年度新

カリキュラムについてのアンケートを学生・教員向けに実施し、学生や教員の意見を

踏まえながら新カリキュラムの作成にあたっている。 

 医学部医学科教育委員会の下部組織である、試験のあり方WGには、毎回学生が参

加し、積極的に発言している。 

 2022年度からは新カリキュラム公開検討会を開催し、学生や教育関係者の意見を

求めながら、令和4年度版コアカリの内容も踏まえたカリキュラム改変にあたって

いる（2022年度全10回、2023年度全3回、2024年度3回）。 

 総合医学教育センターでは、名古屋大学医学部の教員に向けて、「東海国立大学
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機構名古屋大学医学部FD」と称するFDを2021年度より開始した。第3回より学生も

参加し、教員・学生がグループワークを交えて活発な討議・質問が行われている。

（詳細は5.2参照） 

 

今後の計画 

 医学部医学科教育委員会とカリキュラム評価（IR）委員会における学生委員の積極

的な参加と発言を促していく。 

 学生生活委員会は関係する学生との協議を通じて広く学生の問題及び要望の解決

に尽力しているが、今後委員会内への学生の参画も検討していく。 

 2025年度以降の新カリキュラム策定にあたっても、アンケート調査に加えて、公

開検討会など、広く教員と学生の意見を求める機会を確保し、進めていくことを

予定している。2024年6月には、臨床系の科目を中心とした新カリキュラム策定の

ための公開検討会を3回開催し、学生の参加も積極的に募る予定である。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料31   2024年度医学部医学科教育委員会名簿 

資料32   2024年度医学部カリキュラム評価（IR）委員会名簿 

資料11   新カリキュラム策定のための公開検討会 

資料16   東海国立大学機構名古屋大学医学部FD 

 

質的向上のための水準：適合 

質的向上のための水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· なし 

改善のための示唆 

· なし 

 

関連する教育活動、改善状況 

 学生時代からの屋根瓦式教育体制で上級生が下級生の教育に参加することによっ

て「教えることにより深く学ぶ（Teaching is learning twice）」を実践してい

る。４年次対象のPBLチュートリアル教育で、意欲のある６年次生が ‘学生チュ

ーター’として参加して、自らの学びに役立てるとともに、４年次学生からも好

評を得ている。４年次の基本的臨床技能実習（医療面接法、身体診察法）の指導

にも６年次学生が参加している。また同実習の最終コマとして実施される「模擬

OSCE」では評価者にもなっている。教員が６年次学生に指導・評価のポイントを

あらかじめ教授することにより、６年次学生の更なる学びを促進し、４年次学生

の教育にも貢献している。 

 

今後の計画 

 特記事項なし 

 

改善状況を示す根拠資料 

 特になし 
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５. 教員 
 
領域5-教員における「改善のための助言・示唆」を受け、学外実習

病院の指導医への能力開発が今後の課題といえる。 
 

5.1 募集と選抜方針 
 

基本的水準：適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 適切にカリキュラムを実施するための教員の募集と選抜を行っている。 

改善のための助言 

· 女性教員の比率に充分な配慮を心がけるべきである。 

· 教員の教育活動のモニタを充分に行うべきである。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 教授選考において、女性教授を増やしていくことについて活発に議論している。2023

年度は、基礎医学分野に1名の女性教授が就任した。 

 2023年度は、4名の女性限定教員枠を設け、7月に募集し、2024年4月までに4名を

採用した。 

 2023年度、女性教授もしくは准教授の採用・昇進者には200万円の研究費を支給す

るインセンティブを設けた。 

 2023年5月1日現在で6学年（定員660名）の学生に対し157名の専任教員が配置され、専

門教育を行っている。全ての教員の採用において、資格要件の明確化及び採用の公正

化を図っている。非常勤講師も活用（2022年度85科目中45科目（53％））し、教育内

容の充実や活性化に努めている。臨床実習を担当する市中病院の指導医に対して、審

査の上、臨床教授、臨床准教授又は臨床講師の称号を付与し、第一線の臨床現場での

教育を行っている。また、基礎医学セミナー及び基礎医学体験実習を担当する学外研

究所等の研究者に対して、審査の上、基礎医学教授、基礎医学准教授又は基礎医学講

師の称号を付与し、基礎医学教育の充実を図っている。さらに、2023年5月1日現在12

の寄附講座に29名の教員が在籍し、新規展開領域に関する講義を行うなど、従来の学

問体系にとらわれない授業を提供し、多様性を持つ学部教育の実施に貢献している。

（2023年度外部評価報告書より） 

 キャリア教育など生涯教育につながるカリキュラムを拡充することを目指し、「名古

屋大学病院・関連病院卒後臨床研修ネットワーク」では、医学部卒業後に多様な分野

で活躍している卒業生を招いた学生・若手医師向けキャリアセミナーを定期的に開催

している。2023年度は年3回開催した。その中では女性研究者や女性教員のキャリアに

関する講演も行っている。（詳細は前述2.1参照） 

 2023 年度には文科省公募事業である「質の高い臨床教育・研究の確保事業」に採

択され、「スペシャリストの継続的育成によるサステナブルな臨床教育・研究力

の強化事業」が実施されている。同事業では、ライフイベント等によりフルタイム

での勤務が困難となり離職を考えている医療職をシミュレーションスペシャリストと
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して育成し、シミュレーション教育の運営（指導や教育動画の作成など）を担っても

らうプロジェクトを推進している。（詳細は前述 2.5参照） 

 

今後の計画 

 2024年度も女性限定教員の募集（3名予定）を行う。 

 2024年度も引き続き、シミュレーションスペシャリスト育成を行っていく。 

 2024年度も引き続き、「名古屋大学病院・関連病院卒後臨床研修ネットワーク」

では、医学部卒業後に多様な分野で活躍している卒業生（女性教員を含む）を招

いた学生・若手医師向けキャリアセミナーを定期的に開催していく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料66   R6_女性教員研究費支援実施要項 

資料17   学生・若手医師向けキャリアセミナー 

冊子資料②  2023年度外部評価報告書 

 

質的向上のための水準：適合 

質的向上のための水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 教員の募集および選考は医学部の理念に基づいて行われている。 

改善のための示唆 

· なし 

 

関連する教育活動、改善状況 

 特記事項なし 

 

今後の計画 

 特記事項なし 

 

改善状況を示す根拠資料 

 特になし 

 

5.2 教員の活動と能力開発 
 

基本的水準：部分的適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 「エフォート割合のガイドライン」に基づき、「教員個人評価活動報告書兼自己評

価書」により教員を評価している。 

· 教育専任教員や病院中央部門の教員の教育や運営へのエフォート率に配慮し、組織

全体で職務間のバランスをとっている。 

改善のための助言 

· 全ての教員がカリキュラム全体への理解を深めるべきである。 

· 臨床医学の教員に加えて、全学教育科目・基礎医学・社会医学の教員、および学外

実習病院の指導医への能力開発を進めるべきである。 
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関連する教育活動、改善状況 

 2023年7月に本学のカリキュラムにおける改訂版コアカリへの対応状況を把握する

ために「医学教育モデル・コア・カリキュラム要件充足状況」を調査した。 

この調査では、医学科専門科目の総括責任者を対象に、コアカリ学修目標各項目

のうち、自身の担当科目において授業内容として取り扱う項目について確認し

た。その結果、教育担当者にコアカリの内容が周知されるとともに、コカアリ各

学修目標を担当する科目が明確化された。 

 2023年10月、上記「医学教育モデル・コア・カリキュラム要件充足状況」の結果

も踏まえ、第5回東海国立大学機構名古屋大学医学部FDを「医学教育モデル・コ

ア・カリキュラム改訂」をテーマとして開催し、教職員・学生など約100名の参加

者に改訂版コアカリの内容に関する周知を行うと共に、本学のカリキュラムにお

ける改訂版コアカリへの対応を共有した。 

 総合医学教育センターでは、名古屋大学医学部の教員に向けて、「東海国立大学機

構名古屋大学医学部 FD」と称する FD を 2021 年度より開始している。第３回より

学生も参加し、グループワークを交えて活発な討議・質問が行われている。2023

年度は 3回開催した。 

（これまでの東海国立大学機構名古屋大学医学部 FDのテーマ） 

• 第 1回（2022年１月実施）：「（コロナ禍における今後の教育のあり方を見据

えた）来年度の講義・実習について」「岐阜大学との教育連携について」

「IR 活動について」「ICT-NUCT の今後・機構 ID」「国の動き-共用試験の公

的化・コアカリ改訂」 

• 第 2回（2022年 7月実施）:テーマ「反転授業」「ハラスメント」 

ハラスメントに関しては名古屋大学ハラスメント相談センターと連携

し、学生向けに相談窓口の案内を周知するとともに、2022 年 6 月に教

員向けの研修を実施した。反転授業に関しては、外部講師による講演

を行い、グループワークを交えて活発な討議・質問が行われた。 

• 第 3回（2022年 9月実施）：テーマ「講義の出席について」 

実態の説明や講義の出欠についてのセミナー 

• 第 4回（2023年 2月実施）：テーマ「試験のあり方」 

外部講師による講演「試験の改善について」 

本学の試験の現状についての学生と教員のグループディスカッション 

• 第 5 回（2023 年 10 月実施）: テーマ「医学教育モデル・コア・カリキュ

ラム改訂」 

・コアカリ改訂のポイントについて 

・全国の大学におけるコアカリの展開の現状 

・本学の対応の現状について 

・本学の臨床実習での医行為実施状況 

・新カリキュラムについての概要説明 

• 第 6回（2024年 1月実施）:テーマ「質の高い臨床実習」 

・外部講師による講演「質の高い臨床教育に向けたシミュレーションス

ペシャリストの役割」および「診療参加型臨床実習の Good Practice」  
・臨床実習における診療参加について学生と教員グループディスカッション 

• 第 7 回（2024 年 5 月）：テーマ「デジタルアンプロフェッショナリズムの

境界線」 

外部講師 弁護士の講演「ネット炎上の悪影響と法的問題」 
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 教員貢献度実績・自己評価表の教育活動の評価項目にFD参加状況の項目もあり、

教員の参加も増加している。 

 「名古屋大学病院・関連病院卒後臨床研修ネットワーク」では2022年度に引き続き

2023年度も関連病院で学生・研修医を指導する医師を対象とし、完全オンラインでの

指導医講習会を実施した。十分な事前学習と、オンラインならではのグループワーク

なども盛り込まれた非常に先進的な取り組みとして高く評価されている。学外からも

多数の講習希望者があり、2023年からは6月と11月の年2回に開催回数を増やして

いる。 

 名古屋大学では新任教員向けFDとPBLチュータートレーニングも兼ねた医学教育改

革ワークショップを実施していたが、コロナ禍以後一時中止となっていた。2021

年度末からは同チュータートレーニングを再開し、現在オンライン実施となって

いるPBLチュートリアルを担当する教員の指導力の充実に努めている。2023年度か

らはより相互性の高いMicrosoft Teamsを活用するなど、ピアラーニングを取り入

れた問題基盤型学習の充実を図っている。 

 本学は2023年度文科省公募事業「質の高い臨床教育・研究の確保事業」に採択さ

れ「スペシャリストの継続的育成によるサステナブルな臨床教育・研究力の強化

事業」を実施している。同事業では、医学教育専門家と各診療科との対話型

Faculty Development (FD)を通じて診療参加型臨床実習の推進に向けた意見交換

や支援などを行っている。（詳細は前述2.5参照） 

 4年次生向けの共用試験臨床実習前OSCEの公的化を踏まえ、医療系大学間共用試験

実施評価機構の主催する講習会を受講した認定評価者を2023年度は130名以上確保

した。2024年度もさらに増員する予定である。 

 

今後の計画 

 引き続き、「東海国立大学機構名古屋大学医学部FD」を含めた様々なFDの機会を名大

医学部教員および学外実習病院指導医に対し実施していく 
 名大ネットワーク指導医講習会は,2024年度は6月と12月に予定している。 

コロナ禍以降オンライン形式で年2回開催してきたが、2025年度以降はオンライン

形式だけでなく対面形式での開催も検討している。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料09   医学教育モデル・コア・カリキュラム要件充足調査（2023年7月実施） 

資料10   モデル・コア・カリキュラム改訂＿第5回東海国立大学機構名古屋大学医学部FD 

資料16   東海国立大学機構名古屋大学医学部FD（第１回～第7回） 

資料38   2023年度名古屋大学病院・関連病院卒後臨床研修ネットワーク総会議事録 

資料39   2023年度名古屋大学病院・関連病院卒後臨床研修ネットワーク指導医講習会 

 

質的向上のための水準：適合 

質的向上のための水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· カリキュラムの構成に関連して教員を適切に配置している。 

改善のための示唆 

· 「PBLチュートリアル」と「基礎的臨床技能実習」の指導体制を充実することが望

まれる。 
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関連する教育活動、改善状況 

 前項「基本的水準」と同じ 

 

今後の計画 

 基本的臨床技能実習においては、コロナ禍で利用が促進されたICTを活用しつつ対面で

の実習も活用し、実習内容の充実を図る。指導教員数の拡充とともに上記のような教

育方略の工夫を通じて総合的な指導体制の充実を図っていく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

前項「基本的水準」と同じ 

 

 

 

 

６. 教育資源 
 

領域6-教育資源における「改善のための助言・示唆」を受け、学生

が学内・学外それぞれの臨床実習施設において、実際に経験する症

候、疾患分類、患者数を把握し、確実に必要な臨床経験を積める体

制を整備することが今後の課題といえる。 
 

6.1 施設・設備 
 

基本的水準：適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· ６年生は医学部図書館に１年間占有できる専用のデスクが用意され、自習用に使用

できる。 

改善のための助言 

· シミュレーション教育・研究・診療支援を担う「メディカルxRセンター」におい

て、学生ごとの施設の利用状況や技能習得状況を把握すべきである。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 医学部創基150周年記念事業により、教職員・学生の交流の場となりリフレッシュ空間

となるサクラテラス（図書館・学生食堂１階）が完成した。医学部の隣の鶴舞公園の

桜をイメージカラーとした空間であり、2024年4月より使用開始した。 

利用時間：平日 8:00～20:00 

空調時期：冷房 7月1日～9月30日／暖房 12月1日～3月31日 

 有線ネットワークに接続されたパソコン（64席）が利用可能なサテライト・ラボ（基

礎研究棟別館２階）を整備した。学生は学生証を利用して自由に利用することができ

るようになった。Office365が使用でき、データサイエンスの演習などが可能となっ

た。（利用可能時間：平日 8:30～18:00） 

 カリキュラム評価(IR)委員会では2021年度より、LMSを活用した学生向けのカリキュラ
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ムおよび学修環境に関するアンケート（学修環境調査）、教員向けのカリキュラムお

よび教育環境に関するアンケート（教育状況調査）を開始するなどし、学修教育資源

や環境に対する教員と学生からの意見を広く収集し、実際の教育環境の改善に活かし

ている。 

2023年度(2024年3月)のカリキュラム評価(IR)委員会が実施した主な提言を以下に記す 

 生協及び食堂の設備・環境 

 図書館の設備・環境 

 サークル・部活動の設備・環境 

 試験・カリキュラムについて 

 講義室の設備・環境 

 自習室の設備・環境 

 インターネット環境 

 国際交流 

 定期的に実施するアンケート調査以外にも、「学生・教員を対象とした新カリキュラ

ム2023年度に関する調査」「試験（出題形式・フィードバックなど）についての調

査」など、教育プログラムの改善に際し、教員や学生から広く意見を求める必要があ

る際には、積極的に調査を実施している。 

 本学は2023年度文科省公募事業「質の高い臨床教育・研究の確保事業」に採択さ

れ「スペシャリストの継続的育成によるサステナブルな臨床教育・研究力の強化

事業」を実施している。その一環としてカリキュラム評価（IR）委員会では2023

年度より学生（５/６年生）及び、診療科教員を対象に学生が経験する医行為およ

びシミュレーション教育の状況に関する調査を実施した。 

学生（５年生・６年生）への調査 

門田レポートにて定める 74 の医療行為について実施・シミュレーション・介

助・見学等の経験を調査 

診療科教員への調査 

門田レポートにて定める 74 の医療行為について実際の患者さんに対してまた

はシミュレーションでの実施の有無を調査 

 2023年度より6年生を対象とした臨床実習Ⅱにおけて電子ポートフォリオシステム

を試験的に開始した。この電子ポートフォリオは診療経験記録を実習終了後に学

生が入力することで、実習先診療科の担当教員と共有できるシステムである。こ

の記録が学生の技能習得状況の把握にも活用される。 

 

今後の計画 

 今後も定期的に学生・教員に対し、教育資源・環境に関する調査を実施し、必要な改

善に努めていく。 

 今後、東海国立大学機構として岐阜大学との連携が強化されることを踏まえ、教

育面でのインフラの共有や共同設立なども計画していく。 

 「スペシャリストの継続的育成によるサステナブルな臨床教育・研究力の強化事

業」では2024年度、学生がより自主的に活用できるシミュレーション教育スペー

ス（スキルスラボ）の設置を予定している。同施設では、カードキー等による利

用状況管理を実施しながら、シミュレーション資材の学生の活用を促していく方

針である。 

 臨床実習Ⅱにおいて電子ポートフォリオシステムを本格的に運用していくことで

学生の技能習得状況の把握を強化していく。また、トライアルに関するアンケー

ト調査結果を踏まえた運用の改善も行っていく。 
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改善状況を示す根拠資料 

資料 04   2023年度学生向け学修環境調査（2024 年 2月実施） 

資料 05   2023年度教員向け教育状況調査（2024 年 3月実施） 

資料 07   2023年度カリキュラム評価(IR)委員会からの提言の資料 

資料 13   文科省「質の高い臨床教育・研究の確保事業「スペシャリストの継続的育成

によるサステナブルな臨床教育・研究力の強化事業」 

資料 21   2023年度臨床実習（5.6年生向け）医行為状況調査 

資料 22   2023年度臨床実習（教員向け）医行為状況調査 

資料 23   2023年度臨床実習電子ポートフォリオシステムトライアル 

 

 

質的向上のための水準：適合 

質的向上のための水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

 なし 

改善のための示唆 

 なし 

 

関連する教育活動、改善状況 

 前項「基本的水準」と同じ 

 

今後の計画 

 前項「基本的水準」と同じ 

 

改善状況を示す根拠資料 

 前項「基本的水準」と同じ 

 

 

6.2 臨床実習の資源 
 

基本的水準：部分的適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 「プライマリ・ケア実習」や「臨床実習Ⅱ」で選択できる学外の施設が十分に確保

されている。 

改善のための助言 

· 学生が学内・学外それぞれの臨床実習施設において、実際に経験する症候、疾患分

類、患者数を把握し、確実に必要な臨床経験を積める体制を整備すべきである。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 本学は2023年度文科省公募事業「質の高い臨床教育・研究の確保事業」に採択さ

れ「スペシャリストの継続的育成によるサステナブルな臨床教育・研究力の強化

事業」を開始している。（詳細は前述2.5参照） 
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 2023年度より6年生を対象とした臨床実習Ⅱにおけて電子ポートフォリオシステム

を試験的に開始した。この電子ポートフォリオは診療経験記録を実習終了後に学

生が入力することで、実習先診療科の担当教員と共有できるシステムである。こ

の記録が学生の技能習得状況の把握にも活用される。 

 名古屋大学と岐阜大学との間で共用試験(OSCE)の運営の相互支援を行った。両大学間

でのPre-CC OSCE・Post-CC OSCE へ運営補助者（2～3名）派遣が行われ、運営補助の

事務担当者や準備に関する医療資格を有する方の関与の重要性が共有された。 

 

今後の計画 

 「スペシャリストの継続的育成によるサステナブルな臨床教育・研究力の強化事

業」の活動を充実させていく。 

前述2.5の学生・教員に対する医行為状況調査や支援対話型のWorkplace based FD

を継続して実施し、学生の実際に経験する症候、疾患分類、患者数などの臨床経

験を蓄積するためのプラットフォームを準備していく。 

 臨床実習Ⅱにおいて電子ポートフォリオシステムを本格的に運用していくことで

学生の技能習得状況の把握を強化していく。また、トライアルに関するアンケー

ト調査結果を踏まえた運用の改善も行っていく。 

 引き続き、岐阜大学医学との臨床実習施設も含めた教育資源の共用の具体的な検

討を進めていく。 

 今後も引き続き、定期的に学生・教員に対し、教育資源・環境に関する調査を実施し、

必要な改善に努めていく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料 13   文科省「質の高い臨床教育・研究の確保事業「スペシャリストの継続的育

成によるサステナブルな臨床教育・研究力の強化事業」 

資料 21   2023年度臨床実習（5.6年生向け）医行為状況調査 

資料 22   2023年度臨床実習（教員向け）医行為状況調査 

資料 23   2023年度臨床実習電子ポートフォリオシステムトライアル 

 

質的向上のための水準：部分的適合 

質的向上のための水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· なし 

改善のための示唆 

· 患者や地域住民へのアンケートの結果に基づいて、臨床実習施設を評価することが

望まれる。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 2019年度より現在学内での実習においては学生を指導した医師・看護師・学生が

診察した患者を対象に、患者満足度評価のアンケートを実施している。新型コロ

ナウィルスの影響で対面での臨床実習を中止していたため、アンケートは一時中

断となっていたが、2023年1月よりで再開し、今後も継続を予定している。 

 

今後の計画 

 今後は患者満足度評価のアンケートを実施学外実習施設にもアンケート対象を拡
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充することを検討していく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料40   2023年度患者満足度アンケート 

 

 

6.3 情報通信技術 
 

基本的水準：適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 全ての学生が学外でも充分な情報サービスを利用可能である。 

改善のための助言 

· 情報通信技術の活用方法について、それを促し評価する方針を履行すべきである。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 2023年4月より、東海国立大学機構（岐阜大学と名古屋大学）の両大学の学生、教

職員が共同で利用するLMSである、TACT(TOKAI Academic Combination Tools)がス

タートした。 

 
 

 名古屋大学と岐阜大学で共通となる東海国立大学機構アカウントの運用が2021年度よ

り開始となり、メールシステムやクラウドシステムなどにおいて両大学共用のサービ

スの利用が一部可能になった。東海国立大学機構アカウントと紐づけで、学生およ

び教職員はTeams, OneDrive, Exchange等のクラウドサービスに加え，パソコン等

にインストールして実行可能なOffice365デスクトップアプリ（Word、Excel、 

PowerPoint等）が利用可能となった。 

 新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、ほぼ全ての授業においてオンラインツー

ル（Teams又はZoom）やLMS（TACT）を用いた開講であった。2023年度からはその殆ど

が対面による授業に戻ったが、授業資料の配布や課題の提出などへのLMSの活用はコロ

ナ禍を経て大幅に広がった。 

 有線ネットワークに接続されたパソコン（64席）が利用可能なサテライト・ラボ（基



48  

礎研究棟別館２階）を整備した。学生は学生証を利用して自由に利用することができ

るようになった。Office365が使用でき、データサイエンスの演習などが可能となっ

た。（利用可能時間：平日 8:30～18:00） 
 

今後の計画 

 今後も定期的に学生・教員に対し、教育資源・環境に関する調査を実施し、必要な改

善に努めていく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料41   医学部サテライト・ラボ 

  

質的向上のための水準：適合 

質的向上のための水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

 Nagoya University Collaboration and course Tools（NUCT）は学内外から利用

可能であり、e-learningに活用されている。 

改善のための示唆 

 学生向けに電子カルテ使用マニュアルを作成し、その説明会を開催することが望ま

れる。 

関連する教育活動、改善状況 

 前項「基本的水準」と同じ 

 

今後の計画 

 前項「基本的水準」と同じ 

 

改善状況を示す根拠資料 

 前項「基本的水準」と同じ 

 

 

6.4 医学研究と学識 
 

基本的水準：適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 医学部学生が行う研究を支援する組織としての「学生研究会」の活動や基礎医学セ

ミナー等を設定し、多数の学生が研究活動に参加していることは評価できる。 

改善のための助言 

· 「学生研究会」の医学部組織におけるあり方を明確にすべきである。 

 
関連する教育活動、改善状況 

 学生研究会の活動状況は、教授会や医学部医学科教育委員会へ定期的に報告されてい

る。 

 2023年度の基礎医学体験実習、基礎セミナーは、1年次の学生109名全員が参加した。 

 2023年度の基礎医学セミナーは、3年次の学生106名全員が参加した。基礎医学セミナ

ーは、半年間の基礎医学研究室に配属され、最後に研究発表会を開催する。2023年度
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は、30名が口頭発表を、76名がポスター発表を行った。また、2022年度に基礎医学セ

ミナーを終了した学生111名のうち34名が2023年度も研究を継続した。 

 2023年度は学生研究会ベーシックコース（希望に合った研究室探しをサポート）にお

いて、メディカルサイエンスカフェ、ラボツアー、研究体験コースを開催し、1年次の

学生109名のうち61名が参加した。 

 2023年度は学生研究会アドバンストコース（自主的な研究活動をサポート）におい

て、各種研究活動に関する情報提供や旅費助成を実施し、研究室に所属し研究活動を

行っている学生97名が参加した。 

 名古屋大学医学部を含む4大学連携「基礎研究医養成イニシアチブ」（東京大学、京都

大学、大阪大学の各医学部）において、全国リトリートや短期研究研修を開催し、そ

れぞれ11名と1名が参加した。 

 医学部医学科の4〜6年次を対象にMD PhDプレプログラムの参加者を募集した。2023年

度は9人（5年次5名（うち新規3名）・4年次4名）が参加した。 

 医学系研究科の大学院博士課程においてMD PhDコースを募集した。大学院説明会にお

いて、MD・PhDコースを紹介した。MD PhDコースに入学する大学院生を対象にスカラー

シッププログラムを提供した。2023年度はMD PhDコースPlan Bに2名が入学した。 

 名古屋大学医学部附属病院の初期臨床研修においては、2021年4月に「基礎医学研究医

を目指す人のためのプログラム」を開設し、2021年度、2022年度は各１名を採用し

た。 

2023年度からは、「研究医を目指す人のためのプログラム」として募集定員を３名に

拡大し、3名を採用した。2023年度は本プログラムにおいて4人（2年目1人、1年目3

人）が研修を行っている。 

 

今後の計画 

 ディプロマポリシーに掲げた「新しい医学・医療の開拓」を身につけた人材を育成す

るために、引き続き医学科専門科目と学生研究会の活動を通じて、医学研究に接する

機会を提供し、リサーチマインドを涵養する。 

 学生研究会の組織における位置づけについても、その継続的活動を強化するために引

き続き検討していく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料42   2023年度学生研究会活動実績 

資料43   2023年度基礎医学体験実習実施要領 

資料44   2023年度旅費助成募集要項 

資料45   2023年度名古屋大学医学部附属病院初期臨床研修プログラム 

資料46   2023年度基礎医学セミナー実施要項 

資料47   名古屋大学医学部MD PhD について 

資料48   2023度第2年次学士編入学学生募集要項 

資料49   2023年令和6年度推薦入試医学部の出願資格・要件および選抜方法 

 

質的向上のための水準：適合 

特記すべき良い点（特色） 

· なし 

改善のための示唆 

· なし 
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関連する教育活動、改善状況 

 医学部医学科の学校推薦型選抜において、医学研究者への志向性を持つ人材を募集し

ている。医学部医学科のオープンキャンパスにおいて、学校推薦型選抜や学生研究会

を始めとする研究医養成のための取り組みを紹介した。2023年度は学校推薦型選抜に

て12名が入学した。 

 医学部医学科の第2年次学士編入学において、生命科学系あるいは理工学系等出身の、

多様な経験を有する人材を募集した。2023年度は第2年次学士編入学にて4名が入学し

た。 

 学生研究会において学会参加等旅費助成を実施した。2023年度は60人が利用した。 

 医学部附属病院において臨床研修プログラム「研究医を目指す人のためのプログラム」

を実施した。2023年度は6人（2年目3人、1年目3人）が研修をおこなった。 

 

今後の計画 

 将来の医学・医療を開拓する卓越した研究医を養成するために、全国から研究志向の

入学生を募集し、学部生が医学の研究開発に携わることを奨励し、研究医を目指す学

部生や卒業生を支援する。これらの取り組みを切れ目なくおこなうことで、研究医志

望者が研究に専念できる環境を整備する。 

 

改善状況を示す根拠資料 

 前項「基本的水準」と同じ 

 

 

6.5 教育専門家 
 

基本的水準：適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 総合医学教育センターに教育専門家が配置され、カリキュラム開発、教育技法、お

よび評価方法の開発をはじめ、医学教育の改革に貢献している。 

改善のための助言 

· 総合医学教育センターの活動に基づき、医学部をあげて教育活動を促進すべきであ

る。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 2021年度、出口戦略まで見据えることができる臨床研究人材の育成のために「臨床研

究教育学講座」を設置し、2023年度も臨床研究全般の質向上を目指す各種臨床研究支

援や、臨床研究に関するリテラシー向上を目指した教育（学部教育、臨床研究教育）

を行った。 

 卒後臨床研修・キャリア形成支援センター所属の教育専任教員のうち、卒前教育にも

関わる一部の教員は、総合医学教育センター併任とすることで、卒前教育に関わる教

育専門家の充実を図っている。センターには現在4名の日本医学教育学会認定医学教育

専門家が所属している。 

 総合医学教育センターでは、名古屋大学医学部の教員に向けて、「東海国立大学機構

名古屋大学医学部FD」と称するFDを2021年度より実施している。各FDでは外部講師も
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含めた様々な分野の教育専門家も招いての講演やワークショップを行っている。（詳

細は前述5.2参照） 

 名古屋大学医学部は同じ東海国立大学機構の下に設置されている岐阜大学医学部とと

もに2021年度より東海国立教育連携WGを開催し、両大学の医学教育専門家間の交流を

図っている。（詳細は前述2.1参照） 

 

今後の計画 

 「東海国立大学機構名古屋大学医学部FD」を含めた様々なFDの機会を名大医学部教員

および学外実習病院指導医に対し今後も実施していく。 
 卒後臨床研修・キャリア形成支援センター所属の教育専任教員のうち、卒前教育にも

関わる一部の教員は、総合医学教育センター併任とし、卒前教育に関わる教育専門家

の充実を図る。また同センター教員等の認定医学教育専門家取得、医療者教育学修

士課程取得、修証明型医学教育プログラム「現場で働く指導医のための医学教育

学プログラム-基礎編（FCME）」受講などを支援していく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料50   現場で働く指導医のための医学教育学プログラム-基礎編（FCME） 

 

 

質的向上のための水準：適合 

質的向上のための水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 教育に関する研究が活発に行われている。 

改善のための示唆 

· 学内の教育学部や、東海国立大学機構を構成している岐阜大学医学部との連携交流

が望まれる。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 2023年度 名古屋大学・岐阜大学の教育連携を推進するために（学部長・教育担

当副研究科長を含む）両大学執行部の相互訪問・視察を行った。（名古屋大学視

察：2023年10月24日、岐阜大学視察：2024年1月30日） 

 名古屋大学医学部は同じ東海国立大学機構の下に設置されている岐阜大学医学部

とともに2021年度より東海国立教育連携WGを開催し、両大学の医学教育専門家間

の交流を図っている。2023年度も引き続き学部教育における連携を目指し、オン

ラインにてＷＧ会議を2か月に一度開催した。（詳細は前述2.1参照） 

 2023年度からは、指導医にむけた履修証明型医学教育プログラムである「現場で

働く指導医のための医学教育学プログラム-基礎編（FCME）」を本学にて開催して

おり、本学の多くの教育専門家が講師等として関わり、教育専門家の育成を行っ

た。同プログラムには国内外の様々な施設の指導医（各年12名）が参加している。 

 2023年度は 卒後臨床研修・キャリア形成支援センターの副センター長職を新た

に設置し、教育専門家の充実を図った。 

 学内の教育専門家による研究活動も引き続き活発に行われており、日本教育学会

誌「医学教育」などにも多数論文投稿している。 

 2022年度に引き続き、2023・2024年度も文部科学省高等教育局医学教育課に技術

参与として本学教員を派遣している。 
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今後の計画 

 2024年度以降も指導医にむけた医学教育プログラム（FCME）を学内の教育専門家

が中心となり開催を予定しており、教育専門家の育成を行う予定である。また、

大学院に医学教育学分野の修士課程を設置することも検討いていく。 

 実際の岐阜大学との教育連携の一例として、2022年度からは１年生を対象とした

「医学入門」の一部の講義で岐阜大学との連携授業が実施され、2024年も６月に

実施した。 

 

改善状況を示す根拠資料 

 前項「基本的水準」と同じ 

 
 
 
6.6 教育の交流 
 

基本的水準：適合 

特記すべき良い点（特色） 

· 基礎研究や臨床実習で多くの学生を海外に派遣するのみならず、海外からの医学生

を多数受け入れていることは評価できる。 

改善のための助言 

· 国内の教育機関との交流をさらに促進すべきである。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 国際通用性のある教育課程の編成・実施上の工夫としては、医学英語能力の向上

を図るため４年次が対象であった医学英語を、2022 年度より３年次・４年次を対

象とした講義に変更し、３年次全学生を対象にオーストラリア・モナシュ大学の

学部生と行うオンライン共同講義を開講した。2024 年度以降は新カリキュラムの

もと、それまで単位化されていない講義であった医学英語を単位化された講義に

変更し受講を必須とした。これにより、１年次の医学入門における「Human 

Biology 学習（英語による人体生物学の基礎講義）」から、３年次・４年次を対象

とした医学英語の講義、海外で臨床実習を行う２割ほどの学生を対象とした５年

次の海外臨床実習派遣前講義、６年次の海外臨床実習、その間を埋める医学英語

セミナーや海外協定校と行うサマースクールと、１年次から６年次まで一貫した

国際人材の涵養と医学英語の講義が組まれており、国際通用性のある教育課程が

編成されている。 

 海外との連携について、前年度と同様に海外の大学と連携し、国際交流を活発に

行って教育研究の発展を促している。海外大学とは学生交換を行って、活発に相

互の交流を進めている。特に、以前より参画している国際学術アライアンス

Global Alliance of Medical Excellence(GAME)やジョイントディグリープログラ

ムを共同運営する３大学（アデレード大学、ルンド大学、フライブルク大学）、

また、本学と客員研究員プログラムを運営しているノースカロライナ大学チャペ

ルヒル校を中心に活発に交流を行っている。 
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今後の計画 

 国内外の連携について、今後も拡大を推し進めるため、関係機関との連携を積極的に

進めていく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料51  医学英語Ⅰ 

資料52  モナッシュ大学派遣日程表 

資料53  ICDSS LMU プログラム詳細 

資料54  Global Alliance of Medical Excellence (GAME) 

 
質的向上のための水準：適合 

特記すべき良い点（特色） 

· 国外の教育機関との交流に手厚い支援を提供している。 

改善のための示唆 

· なし 

 

関連する教育活動、改善状況 

 医工業連携により、最先端の医療技術の開発や人材育成を目指し、2023年4月に名

古屋工業大学と共同研究の促進や研究者と学生らの交流、研究施設の相互利用な

どを進める基本協定を結び、メディカルxRセンター内に医工学共想研究室を設置

している。2023年7月からは新たな交流の場として医工学交流カフェを定期的に開

催している。2023年10月に名古屋工業大学₋名古屋大学医学系研究科合同シンポジ

ウム（メディカルAI人材養成産学協働拠点(AI-MAILs)・医工連携拠点共催）を開

催している。 

 オーストラリア・モナシュ大学と協力し、学部生の英語力向上を図るための医学

英語合同講義を行った。 

 学生を選抜してモナシュ大学へ派遣し現地の実習に参加した。同大学では、担当

教員による実践的なトレーニングを受けるとともに、グループディスカッション

を通じて医療の課題に取り組んだ。 

 ミュンヘン大学が開催する国際的なサマースクール(International Case 

Discussion Summer Program, ICDSS)に学生を派遣した。同プログラムでは、米国

の学生も参加して、対面で臨床の課題をテーマにした議論を行った。 

 医学部・医学系研究科が参画する国際学術アライアンスであるGlobal Alliance 

of Medical Excellence (GAME)のネットワークを通じて、合同オンライン医療英

語実践プログラムを実施したり、サマープログラムに参加した。その他に上記プ

ログラムの参画大学の一つである高麗大学の国際研究学生カンファレンスに参加

した。 

 海外留学について、海外臨床実習のため16名の学生を選抜し派遣を行った。 

海外臨床実習による学生派遣は前年度より多い学生を派遣することができた。 

 

今後の計画 

 2024年度より、基礎医学セミナー期間中の留学(医学部学生海外留学支援プログラ

ム:3年生基礎医学セミナー海外派遣留学プログラム)、選択臨床実習期間中の研究

経験を目的とした留学(医学部学生海外留学支援プログラム:選択臨床実習 基礎系

専門分野配属海外派遣留学プログラム)を開始した。 
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 他の留学プログラムやオンラインプログラムも活発に行われ、各連携大学との交

流が盛んに行われている。パンデミック後、状況はかなり改善し、今後はさらな

る活動の拡大が予想される。今後も国内外関係機関の協力を得て、交流の充実を

図っていく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料55   JOCCD 2023 Poster 

資料56   2023GAME TEI サマースクール 

資料57   Invitation for Nagoya University(Korea University Research Student 

Conference) 

資料58   2024年度正式派遣留学学生募集要項 

資料59   2024年度派遣計画 

資料65   柴原慶一基金 医学部学生海外留学支援プログラム 

2024年度 3年生基礎医学セミナー海外派遣留学プログラム募集要項 

2024年5・6年対象選択臨床実習 基礎系専門分野配属海外派遣留学プログラ

ム募集要項 

 

 

 

７. 教育プログラム評価 
 
領域 7-教育プログラム評価における「改善のための助言・示唆」を

受け、カリキュラム評価（IR）委員会が分析した教育プログラムの

評価結果を、カリキュラムに確実に反映していくことが今後の課題

といえる。 
 
7.1 教育プログラムのモニタと評価 
 

基本的水準：部分的適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· カリキュラム評価（IR）委員会を2019年度に新たに設置し、各部署が収集した教学

データを一元化して集積・分析する体制を整えている。 

改善のための助言 

· 各教育組織の役割と責任を明確にしたうえで、教育プログラムを適切に評価し、改

善・計画・実施する体制を構築すべきである。 

· 教育プログラム評価を行う組織は、カリキュラムの立案と実施を行う組織とは独立

しているべきである。 

· 入学時から卒業後も継続して、長期的に学修成果の達成度を評価する方法を新たに

構築すべきである。 

· カリキュラム評価（IR）委員会が分析した教育プログラムの評価結果を、カリキュ

ラムに確実に反映すべきである。 
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関連する教育活動、改善状況 

 
 本学では上記図のように、カリキュラム評価(IR)委員会が「評価の実施」と「検証・

結果に基づく提言」を担当し、医学部医学科教育委員会が「教育に対する計画立案」

と「改善策の実行」を担当することで、教育PDCAサイクルを回している。 

 2023年12月には、5年ごとに実施されている名古屋大学医学部・医学系研究科外部

評価委員会による外部評価を受審した。この外部評価は 病院機能を持ち、診療

面での評価も求められる医学部において、独自に実施しているものであり、東京

大学、三重大学、東北大学、大阪大学、岐阜大学の教授5名と民間（日本放送協会）

の5名の委員が、学部教育、大学院教育、研究、診療、業務運営の5点について自

己評価に基づいて評価している。この外部評価の自己点検評価報告書は2024年3月

に発刊し、ホームページにも掲載している。 

 2023年1月には、NPO法人卒後臨床研修評価機構評価受審（略称JCEP）による外部

評価を受けた。病院の臨床実習に関する環境も含めた評価も実施し、2023年3月か

ら2025年2月までの4年間の認定を得ている。 

 2023年7月に本学のカリキュラムにおける改訂版コアカリへの対応状況を把握する

ために「医学教育モデル・コア・カリキュラム要件充足状況」を調査した。この

調査では、医学科専門科目の総括責任者を対象に、コアカリ学修目標各項目のう

ち、自身の担当科目において授業内容として取り扱う項目について確認した。そ

の結果、教育担当者にコアカリの内容が周知されるとともに、コカアリ各学修目

標を担当する科目が明確化された。 

 2023年10月、上記「医学教育モデル・コア・カリキュラム要件充足状況」の結果

も踏まえ、第5回東海国立大学機構名古屋大学医学部FDを「医学教育モデル・コ

ア・カリキュラム改訂」をテーマとして開催し、教職員・学生など約100名の参加

者に改訂版コアカリの内容に関する周知を行うと共に、本学のカリキュラムにお

ける改訂版コアカリへの対応を共有した。 

 2022年度より、医学部医学科教育委員会とカリキュラム評価(IR)委員会の学生委員を

別に専任するなど、両者の独立性を高めている。 
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 カリキュラム評価(IR)委員会では、2021年度より下記アンケートを継続して実施し、

医学部医学科教育委員会、教授会などに報告している。内容的に公開可能な結果は全

学生および教職員に開示している。 

・授業評価アンケート 

・学修環境調査―学生向けのカリキュラムおよび学修環境に関するアンケート 

・教育状況調査―教員向けのカリキュラムおよび教育状況に関するアンケート 

・卒業生進路先（初期研修先）アンケート 

・卒業生アンケート 

上記のアンケートを継続的に実施することにより、幅広い教育関係者による本学カリ

キュラムやディプロマポリシー（学修成果）達成状況の評価が行われている。これに

より、カリキュラム評価(IR)委員会のプログラム評価活動がより実質的なものとなっ

てきている。 

 卒業生自身や卒業生進路先による本学卒業生のディプロマポリシー（学修成果）

達成状況の継続的評価が開始されたことから、在学中のみに留まらず卒業後も継

続して、長期的に学修成果の達成度を評価する体制が構築された。 

 これらの評価の結果、本学卒業生は基礎的な知識の習得・知的好奇心をもち新し

いことを吸収しようとする姿勢に強みがある一方で、地域医療への貢献を目指す

姿勢・プロフェッショナリズムといった点に関しては学修成果に掲げているにも

かかわらずその達成状況が十分ではないことが判明した。これらの結果は医学部

医学科教育委員会に提供され、新カリキュラム作成の議論に活用されている。 

 これまでのカリキュラム評価(IR)委員会が実施した主な提言のタイトルを以下に

記す。 

2022年 4月 

 学生の電子カルテの数 

 生協及び食堂の設備・環境 

 図書館の設備・環境 

 保健管理室の環境 

 サークル・部活動の設備・環境 

 インターネット環境 

2022年 9月 

 臨床実習アンケートの周知・臨床実習手帳にも記載 

 NUCTでの講義資料の配布 

2023年 3月 

 理念・ディプロマポリシーの定期的な見直し 

2023年 5月 

 生協及び食堂の設備・環境 

 図書館の設備・環境 

 サークル・部活動の設備・環境 

 試験・カリキュラムについて 

 講義室の設備・環境 

 自習室の設備・環境 

 インターネット環境 

2024年3月 

 生協及び食堂の設備・環境 

 図書館の設備・環境 
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 サークル・部活動の設備・環境 

 試験・カリキュラムについて 

 講義室の設備・環境 

 自習室の設備・環境 

 インターネット環境 

 国際交流 

 総合医学教育センターでは、名古屋大学医学部の教員に向けて、「東海国立大学機構

名古屋大学医学部FD」と称するFDを2021年度より実施している。これらのFDに合わせ

てカリキュラム評価(IR)委員会では、各テーマに合わせた事前調査を実施し、FDにお

ける議論の資料として提供している。（例：「試験のあり方」に合わせた試験実施状

況の調査など） 

 カリキュラム評価（IR）委員会では、学務課と連携して、入試データや成績デー

タなどの教学データの分析活動を行っている。 

2023年度は、入試枠毎の学生の特性と成績結果推移の比較および国家試験合否に関与

する因子の検討を委員会レポートとして提出した。 

2024年度は、高校の生物履修の有無と入学後の学業成績との関連の検討及びPBLチュー

トリアルの成績とOSCE試験成績との関連の検討についても分析を始め、報告を予定し

ている。 

 

今後の計画 

 名古屋大学医学部・医学系研究科外部評価委員会、JCI（Joint Commission 

International）、JCEP（NPO法人卒後臨床研修評価機構評価）などの学部評価

は、今後も定期的に受審し、教育プログラム改善に活用していく。 

 2024年11月、名古屋大学医学部附属病院は、JCI（Joint Commission 

International）による国際基準での病院機能評価を受ける予定である。この評価

は学生教育環境等も評価される予定である。 

 カリキュラム評価(IR)委員会では、引き続き在学生だけでなく、卒業生および卒

業生の進路先に対しても本学のカリキュラムや卒業生の学修成果達成状況に関す

る調査を実施し、その結果は医学部医学科教育委員会を始めとした責任ある組織

に提供し提言を実施していく。 

 カリキュラム評価（IR）委員会では、今後も引き続き入試枠毎の学生の背景や実

績に関する分析、国家試験や共用試験の成績に寄与する因子の分析、各専門科目

の学士試験の妥当性に関する分析などの教学データの分析を予定しており、教育

プログラムの構造、内容、入学試験・学士試験方法などに関する評価を実施して

いく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

冊子資料② 2024年3月外部評価報告書（学部教育部分 抜粋） 

資料60   NPO法人卒後臨床研修評価機構評価JCEP 認定書 

資料35   2023年度学生向け授業評価アンケート(一部抜粋) 

資料02   2023年度卒業生を受け入れていただいた医療機関等へのアンケート調査 

資料03   2023年度卒業生調査（2023年10月実施） 

資料04   2023年度学生向け学修環境調査（2024年2月実施） 

資料05   2023年度教員向け教育状況調査（2024年3月実施） 

資料06   2024年度新入生アンケート（2024年4月実施） 
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資料07   2023年度カリキュラム評価(IR)委員会からの提言の資料 

資料37   入試枠毎の学生の特性と成績結果推移の比較および国家試験合否に関与する

因子の検討（2023年7月_カリキュラム評価(IR)委員会レポート） 

 

質的向上のための水準：部分的適合 

質的向上のための水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

 なし 

改善のための示唆 

 定期的かつ包括的に教育プログラムを確実に評価することが望まれる。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 前項「基本的水準」と同じ 

 

今後の計画 

 前項「基本的水準」と同じ 

 

改善状況を示す根拠資料 

 前項「基本的水準」と同じ 

 

 

7.2 教員と学生からのフィードバック 
 

基本的水準：部分的適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

 新型コロナウイルス感染症の拡大を契機として、医学部医学科教育委員会の学生委

員からの主体的な意見が収集され、カリキュラムに反映されている。 

改善のための助言 

 教育プログラムに関して、教員と学生から系統的にフィードバックを求め、分析

し、教育プログラムに確実に反映すべきである。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 カリキュラム評価(IR)委員会では、2021年度より下記の8調査を定期的に実施し医学部

医学科教育委員会をはじめ該当の実施委員会、教授会へ報告を行っている。内容的に

公開可能な結果は全学生および教職員に開示している。 

年1回実施 

①学生に対する「ディプロマポリシー達成状況に関する自己評価」 

②学生向け学修環境調査 

③教員向け教育状況調査 

④卒業生進路先医療機関等（初期研修先など）への調査 

⑤卒業生に対しディプロマポリシー達成状況に関する調査 

⑥新入生アンケート 

各科目・実習終了後実施 

⑦授業評価アンケート 
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⑧臨床実習アンケート 

⑨基礎医学セミナーアンケート 

 2023年度にカリキュラム評価（IR）委員会の下に設置された学士試験評価小委員

会では、試験に関し各科目が抱えている課題を拾い出し、改善していくため「試

験点検評価シート」を作成してアンケート形式で実施した。「試験点検評価シー

ト」では、「試験の出題形式」「再試験」「追試験有無」「試験問題の公開の有

無」「試験結果のフィードバック」「成績の評価方法と基準」「試験を実施する

意義」「現在の試験の課題」の各項目について各科目責任者に記載していただき

課題の特定と対応を実施した。 

 総合医学教育センターでは、名古屋大学医学部の教員に向けて、「東海国立大学機構

名古屋大学医学部FD」と称するFDを2021年度より実施しており、2023年度は3回開催さ

れた。学生の参加するFDも企画し、教員・学生のグループワークも含め、活発な討議

が行われている。FDにて得られた意見は、その後の医学部医学科教育委員会等での議

論にも反映されている。（詳細は5.2参照） 

 

今後の計画 

 今後も授業評価、学生向けのカリキュラムおよび学修環境に関するアンケート

（学修環境調査）、教員向けのカリキュラムおよび教育環境に関するアンケート

（教育状況調査）など、教員と学生からの意見収集を定期的に実施していく。ま

た、この調査結果を内容的に可能な範囲で学生や教職員にも開示していく。 

 今後もカリキュラムの改善に向けた公開検討会やFDの場を設けて、学生や教員と

積極的な意見交換を実施していく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料11   新カリキュラム策定のための公開検討会（～2024年6月） 

資料12   新カリキュラムに関するアンケート（2024年5月実施） 

資料16   東海国立大学機構名古屋大学医学部FD 

 

質的向上のための水準： 部分的適合 

質的向上のための水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 学生アンケートを実施し、臨床実習カリキュラム開発の参考としている。 

改善のための示唆 

· 教員と学生からのフィードバックの結果を確実に利用して、教育プログラムを開発

することが望まれる。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 前項「基本的水準」と同じ 

 

今後の計画 

 前項「基本的水準」と同じ 

 

改善状況を示す根拠資料 

 前項「基本的水準」と同じ  
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7.3 学生と卒業生の実績 
 

基本的水準： 部分的適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 卒業生に対して教育プログラムに関して試験的なアンケート調査を開始している。 

改善のための助言 

· 使命と学修成果、カリキュラム、資源の提供に関して、学生と卒業生の実績を確実

に分析すべきである。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 カリキュラム評価（IR）委員会では2022年度以降、卒業生進路先調査・卒業生調

査を定期的に実施している。2023年度は卒業生進路先調査を2024年1月に実施、卒

業生調査は2023年10月に実施した。 

・卒業生調査は、2022年度は全卒業生を対象とし、2023年度は卒後1年目・5年

目・10年目・15年目の卒業生を対象とした。 

・卒業生進路先調査は、卒後1年目・2年目の本学卒業生が在籍する医療機関等を

対象とした。 

卒業生自身や卒業生進路先による本学卒業生のディプロマポリシー（学修成果）

達成状況の継続的評価が開始されたことから、在学中のみに留まらず卒業後も継

続して、長期的に学修成果の達成度を評価する体制が構築された。 

 

今後の計画 

 引き続き卒業生進路先調査・卒業生調査を定期的に実施し、在学生のみならず卒

業生の学修成果達成状況やキャリアを分析し、本学の教育改善に役立てていく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料02   2023年度卒業生を受け入れていただいた医療機関等へのアンケート調査 

資料03   2023年度卒業生調査（2023年10月実施） 

 

質的向上のための水準：部分的適合 

質的向上のための水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 学生の実績を分析し、責任がある委員会にフィードバックするためにカリキュラム

評価（IR）委員会を2019年度に新たに設置している。 

改善のための示唆 

· 学生の背景と状況について、学生と卒業生の業績を分析することが望まれる。 

· 学生の実績を十分に分析したうえで、学生カウンセリングについて責任がある委員

会へフィードバックを提供することが望まれる。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 学生と指導教員との定期面談にあたっては面談記録を作成することが2020年度に

決定されている。問題がある学生の情報は医学部医学科教育委員会にフィードバック

されている。取得単位が不足するなど教育上の課題を抱える学生に対しては、個別の
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面談も実施している。 

 カリキュラム評価（IR）委員会では、学務課と連携して、入試データや成績デー

タなどの教学データの分析を行っている。 

2023年度は、入試枠毎の学生の特性と成績結果推移の比較および国家試験合否に関与

する因子の検討を委員会レポートとして提出した。 

2024年度は、生物履修の有無と入学後の学業成績との関連の検討及びPBLチュートリア

ルの成績とOSCE試験成績との関連の分析を始め、報告を予定している。 

 

今後の計画 

 卒業生進路先調査・卒業生調査の定期的な実施により、卒業生の学修成果達成状

況やキャリアを継続して評価していく。 

 教学IRデータ分析により、入試枠ごとの学生の背景と状況、学修成果等の達成状

況に関する調査、学業成績との関連などを今後も継続して実施していく予定であ

る。 

 学生と指導教員との面談記録の作成と、問題のある学生情報の医学部医学科教育

委員会への提供は、今後も運用を重ねていきながら、必要な見直しを行っていく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

 前項「基本的水準」と同じ 

 

 

7.4 教育の関係者の関与 
 

基本的水準：適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· カリキュラム評価（IR）委員会に、全学年から学生代表が委員として選出されてい

る。 

改善のための助言 

· 医学部医学科教育委員会とカリキュラム評価（IR）委員会の学生を含む構成員は、

独立性を担保すべきである。 

· 学生委員が継続して主体的に議論に参加すべきである。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 2022年度以降は医学部医学科教育委員会とカリキュラム評価（IR）委員会に参加する

学生委員が重複しないように選出することとし、全学年から1名～2名が学生委員とし

て参加している。 

 名古屋大学医学部では「東海国立大学機構名古屋大学医学部FD」と称するFDを実施

し、岐阜大学教員や学生の参加も認めている。2023年度は学生の参加も増え、教員と

学生のグループワークも含め、活発な討議が行われるようになっている。（詳細は前

5.2参照） 

 医学部医学科教育委員会では、カリキュラム評価（IR）委員会と合同で、2023年度新

カリキュラムについてのアンケートを学生・教員向けに実施し、学生や教員の意見を

踏まえながら新カリキュラムの作成にあたっている。 

 医学部医学科教育委員会の下部組織である、試験のあり方WGには、毎回学生が参
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加し、積極的に発言している。 

 2022年度からは新カリキュラム公開検討会を開催し、学生や教育関係者の意見を

求めながら、令和4年度版コアカリの内容も踏まえたカリキュラム改変にあたって

いる。 

2022年度は全10回、2023年度は全3回、2024年度は全3回 開催した。 

 カリキュラム評価(IR)委員会では、2021年度より学生、卒業生、卒業生進路先に

対し本学のカリキュラム等への意見調査を定期的に実施し、医学部医学科教育委

員会をはじめ該当の実施委員会、教授会へ報告を行っている。内容的に公開可能

な結果は学生や教職員、卒業生、卒業生進路先関係者に開示している。 

 

今後の計画 

 引き続き、カリキュラム評価（IR）委員会に対する学生委員の積極的な参加と発

言を促していく。 

 引き続き、FD,公開検討会等の学生が参加しやすい場・発言しやすい場を設け

ていく。 

 今後もカリキュラム評価（IR）委員会の各種アンケートによる学内外からの意見

収集を定期的に実施していくとともに、調査結果についても内容的に可能な範囲

で学生、教職員、卒業生、卒業生進路先関係者等に開示していく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料31   2024年度医学部医学科教育委員会名簿 

資料32   2024年度医学部カリキュラム評価（IR）委員会名簿 

 

質的向上のための水準：部分的適合 

質的向上のための水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 「名古屋大学病院・関連病院卒後臨床研修ネットワーク」から、卒業生の実績に関

する情報を得ている。 

改善のための示唆 

· 広い範囲の教育の関係者に、卒業生の実績やカリキュラムに対するフィードバック

を求めることが望まれる。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 カリキュラム評価（IR）委員会では、2022年度から卒業生の進路先医療機関に対し、

「名古屋大学医学部卒業生を受け入れていただいた医療機関等へのアンケート調査」

を実施し、下記の３項目について調査している。調査は東海地域の関連病院だけでな

く、卒業生が就職した全国の医療機関に対して実施している。 

・ 本学の卒業生の強み 

・ 本学の卒業生の弱み（教育を強化すべき点） 

・ ディプロマ・ポリシー各項目達成度 

このように、カリキュラム評価（IR）委員会が中心となって、定期的に調査を実施し、

卒業生の実績や学部教育プログラムに対する関係者からの評価を積極的に得て、その

結果を卒業生や関係者にも公開するとともに、医学部医学科教育委員会や教育を担当

する教員にフィードバックし、教育プログラムの改善に繋げている。 
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今後の計画 

 引き続き各種アンケート調査の定期的な実施により、卒業生の実績やカリキュラ

ムに対するフィードバックを学内・学外の幅広い教育関係者に求めていくととも

に、その結果を教員や卒業生などにも適切に公開していく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料02   2023年度卒業生を受け入れていただいた医療機関等へのアンケート調査 

資料03   2023年度卒業生調査（2023年10月実施） 

 

 

 

８. 統轄および管理運営  
 
領域 8-統括および管理運営における「改善のための助言・示唆」を

受け、教育活動の増大に対応した事務組織の充実や業務の効率化が

今後の課題といえる。 
 

8.1 統轄 
 

基本的水準：部分的適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· なし 

改善のための助言 

· 医学部医学科教育委員会とカリキュラム評価（IR）委員会の役割をより明確に規定

すべきである。 

· 総合医学教育センターの位置づけをより明確に規定すべきである。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 
 名古屋大学医学部では上記図のように、カリキュラム評価(IR)委員会が「評価の

実施」と「検証・結果に基づく提言」を担当し、医学部医学科教育委員会が「教
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育に対する計画立案」と「改善策の実行」を担当することで、教育PDCAサイクル

を回している。カリキュラム評価(IR)委員会からの様々な提言を受けて、医学部

医学科教育委員会では、種々のカリキュラムや教育環境の改善の取り組んでおり、

実際の改善教育プログラム改善活動を通じて両者の役割分担が明確になってきて

いる。 

 医学部医学科教育委員会とカリキュラム評価(IR)委員会の学生委員を別に専任するな

ど、両者の独立性を高めている。 

 

今後の計画 

 引き続き、実質的な活動を通じて、医学部医学科教育委員会とカリキュラム評価

(IR)委員会の担う役割を明確にしていく。 

 卒前卒後教育のシームレス化も踏まえて、卒後臨床研修・キャリア形成支援センタ

ー教育専任教員の一部教員が総合医学教育センター兼任になるなど、総合医学教育

センターの担う役割がより多様化している。現在は医学科や附属病院とは独立して

医学部直属の組織となっているが、その役割や、組織上の位置づけも含めて見直し

を行っていく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料31  2024年度医学部医学科教育委員会名簿 

資料32  2024年度医学部カリキュラム評価（IR）委員会名簿 

 

質的向上のための水準：部分的適合 

質的向上のための水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· なし 

改善のための示唆 

· 教育活動を担う医学部医学科教育委員会に、広い範囲の教育の関係者の意見を反映

することが望まれる。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 特になし 

 

今後の計画 

 医学部医学科教育委員会の外部委員の見直しを検討していく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

 特になし 
 

 

8.2 教学のリーダーシップ 
 

基本的水準：適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· なし 
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改善のための助言 

· なし 

 

関連する教育活動、改善状況 

 特になし 

 

今後の計画 

 特になし 

 

改善状況を示す根拠資料 

 特になし 

 

質的向上のための水準：適合 

質的向上のための水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· なし 

改善のための示唆 

· なし 

 

関連する教育活動、改善状況 

 特になし 

 

今後の計画 

 特になし 

 

改善状況を示す根拠資料 

 特になし 

 

 

8.3 教育予算と資源配分 
 

基本的水準： 適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 配分された予算を予算委員会ならびに教授会で透明性を持って配分している。 

改善のための助言 

· なし 

 

関連する教育活動、改善状況 

 共用試験公的化などの新たな要請に、予算面および人員面で十分に対応していく

ため、名古屋大学医学部では2022年度より、東海国立大学機構教育連携推進室を

立ち上げて、事務職員および医療専門職（看護師）を配置しており、共用試験

OSCEの準備・運営にも関わっている。このモデルについては、学務課の業務負担

の増加を防ぎながら、質の高い共用試験を実現し、かつライフイベントで悩む病

院看護師のキャリアの選択肢を提供することにもつながった。 
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 OSCEの準備・運営にあたっては、2022年からは同じ東海国立大学機構に所属する

岐阜大学医学部とお互いのOSCE実施時に人員を出し合うことで、担当者の負担軽

減と質の高いOSCEの運営を両立している。2023年度は、両大学間でのPre-CC OSCE・

Post-CC OSCE へ運営補助者（2～3名）派遣が行われた。 

 

今後の計画 

 共用試験公的化の本格的な導入を踏まえ、予算と人的資源の適切な確保・配分を引き

続き実施していく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料61   2023年度共用試験（OSCE）の岐阜大学との連携 年間活動報告 

 
 

質的向上のための水準：適合 

質的向上のための水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 予算委員会と教授会が透明性を持って予算を配分している。 

改善のための示唆 

· 社会の健康上の要請を十分に考慮して資源を配分することが期待される。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 2023年度から6年間の予定で文科省の「次世代のがんプロフェッショナル養成プラ

ン（東海がんプロ）」に採択され、東海地方のがん専門医療人材（医師だけでな

く、緩和ケア、予防医療に携わる人材も含む）を育成している。 

 
今後の計画 

 資源配分にあたっては社会の健康上の要請も引き続き考慮していく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

資料63  次世代のがんプロフェッショナル養成プラン（東海がんプロ）について 
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8.4 事務と運営 
 

基本的水準：適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· なし 

改善のための助言 

· 教育活動の増大に対応して、さらに事務組織を充実させるべきである。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 本学は2023年度文部科学省公募事業「質の高い臨床教育・研究の確保事業」に採

択され、「スペシャリストの継続的育成によるサステナブルな臨床教育・研究力

の強化事業」を開始した。その事業の一環として、シミュレーションスペシャリ

ストの育成がある。ライフイベントにより病棟や外来での勤務が困難となり離職

を考えている看護師をシミュレーションスペシャリストとして育成し、シミュレ

ーション教育の運営（指導や教育動画の作成など）を担う体制となった。 

 

今後の計画 

 事務職員の拡充は昨今の国立大学法人の状況から厳しいが、ICTの活用による業務

の効率化や、業務の適切な分配に引き続き努めていく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

 特になし 

 

質的向上のための水準：適合 

質的向上のための水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· なし 

改善のための示唆 

· なし 

 

関連する教育活動、改善状況 

 特になし 

 

今後の計画 

 国立大学法人評価などの外部評価や名古屋大学内の業務実績に関する現状分析を

引き続き継続し、定期的な管理運営の見直しを行っていく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

 特になし 
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8.5 保健医療部門との交流 
 

基本的水準：適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· なし 

改善のための助言 

· なし 

 

関連する教育活動、改善状況 

 特になし 

 

今後の計画 

 特になし 

 

改善状況を示す根拠資料 

 特になし 

 

質的向上のための水準：適合 

質的向上のための水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 地域枠学生を含め、愛知県との協働体制が構築されている。 

改善のための示唆 

· 愛知県、名古屋市など保健医療関連部門とのさらなる協働が期待される。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 地域枠入学者については、地域医療教育学講座が基礎医学セミナーの配属研究室

となり、地域医療研究を指導している。2022年度には文部科学省によるポストコ

ロナ時代の医療人材養成拠点形成事業に採択され、名古屋大学は岐阜大学と共同

で「医療人類学とバーチャル教育を活用した屋根瓦式地域医療教育（NOVI+A）」

を開始している。具体的には医療人類学、バーチャル教育、屋根瓦式地域医療教

育をキーワードとして、地域枠医学生向けの特別プログラム、及び全医学生を対

象とした地域医療教育を企画しており、2023年度から運用を開始している。（詳

細 2.4参照） 

 

今後の計画 

 引き続き、愛知県・名古屋市との協働に努めていく。 

 

改善状況を示す根拠資料 

 特になし 
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９. 継続的改良 
 

領域９-継続的改良における「改善のための助言・示唆」を受け、

医学教育の実施、評価、改善のサイクルの充実を図り、継続的な改

良を進めることが今後の課題といえる。 
 

基本的水準：適合 

基本的水準に対する前回の評価結果（2021年受審） 

特記すべき良い点（特色） 

· 医学部医学科教育委員会に加えてカリキュラム評価（IR）委員会を設置して、教育

を見直し、改善する体制を整えている。 

改善のための助言 

· 今後も継続して課題を特定して、修正すべきである。 

 

関連する教育活動、改善状況 

 前述 領域１～８記載のとおり 

 

今後の計画 

 前述 領域１～８記載のとおり 

 

改善状況を示す根拠資料 

 前述 領域１～８記載のとおり 

 

質的向上のための水準：評価を実施せず 
 

関連する教育活動、改善状況 

 前述 領域１～８記載と同じ 

 

今後の計画 

 前述 領域１～８記載と同じ 

 

改善状況を示す根拠資料 

 前述 領域１～８記載のとおり 
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